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【特記事項】 
 
１．本書の内容 
  本書は、「マニフェストを実行するための工程表」（平成 19 年 5月公表）について、平成

21年 12 月末時点における進捗状況及び平成 22年度予算等を反映した今後の予定を掲載し

たものである。 

 

２．各欄の説明 
①項目番号：ハートフル北九州マニフェストで示された４０項目の番号 

 

②マニフェストを実行するための施策・事業欄： 

   マニフェスト掲載内容に対応する個別の施策・事業を掲載（一部関連事業を含む） 

   一つの施策・事業が、複数のマニフェスト項目の実現に関係する場合、最も関係する

マニフェスト項目を主とし、それ以外のマニフェスト項目へは「再掲」としている。こ

のため、施策・事業としては初出であっても「再掲」としているものがある。 

 

③工程欄：上段部分は、平成 19年 5 月時点における今後４ヵ年の事業予定 

         平成 20年 2月に追加した事業…平成19年 12月末時点における事業予定 

         平成 21年 2月に追加した事業…平成20年 12月末時点における事業予定 

下段部分は、平成 21年 12 月末での各事業の進捗状況及び今後の予定 

  ※ 平成 22年度予算に関する事業で今回追加した事業については、一段書きとしている。 

 

④進捗状況欄：マニフェストを実行するための事業の進捗状況を下記のとおり分類し表示 

  「◎」：完全に達成し、終了したもの 

「○」：既に具体的に取り組んでおり、今後も継続して推進するもの、または準備段階か

ら本実施の段階に進んだもの（本実施に向けて検討が進んだものを含む） 

「△」：本実施に向けた準備段階にあるもの 

  「×」：未着手のもの 

 

⑤予算額・決算額：各年度における当初予算額（予算書計上額）若しくは決算額。 

単位は千円。 

予算額・決算額のうち「※」のついたものは、再掲あるいは、他の事

業の一部として予算額としては重複しているもの。 

 

⑥備考：実施内容の補足説明やスケジュールの変更理由等を簡潔に示している。 

 

３．事業の見直し 
  マニフェストの実施にあたっては、社会状況の変化、制度等の改正に応じて工程表の見

直しや事業の追加など柔軟に対応する。 



Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

子育て支援の重点化

1

H19年5月

0 - - -

H19年5月

0 - - -

2

H19年5月

Ｈ１９年８月か
ら通院医療費
を小学校就学
前まで拡大

所得制限の見
直し及び小学
生期の医療費
軽減を、検討

2,348,964 2,276,822 2,291,000 2,438,400

3

H19年5月

67,690 68,114 69,337 69,366

工程どおり

H20.10月からの県制度の
改正等を踏まえて検討し
た結果、H21.10月から入
院医療費を小学校３年生
まで拡大及び所得制限の
改正を実施

◎

子家

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

総市

子ども家庭局を新設します

乳幼児のための子育て広場を地域に設置します

乳幼児医療費の負担軽減を充実します

工程どおり

H19年10月設置
◎

H21年12月

工程どおり

H19年10月設置

Ｈ21年7月退任

H21年12月

 子ども家庭局の設置 総市

 「子ども家庭局」所管の女性副市長の設置

工程どおり

全体計画を検討した結
果、地域子育て支援セン
ターについては８所で継続
実施する。

H21年12月

 乳幼児等医療費支給制度 ○

H21年12月

 地域子育て支援センター 子家 ○

子ども家庭局
を新設

子ども家庭局
を新設

女性副市長
を設置

女性副市長
を設置

通院医療費を小学校就学前まで拡大（８月～）

H21.10月から入院医
療費を小学校３年生
まで拡大等を実施

８所実施
Ｈ１９に今後の全体計画を検討

全体計画に基づき実施

８所実施

H22.10月から入院
医療費を小学校６
年生まで拡大を予
定
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年12月

－ 10,668 48,300 40,767

H19年5月

51,763 25,038 29,037 32,726

H19年5月

335,697 405,175 872,361 989,582

H19年12月

事業実施
事業ＰＲ
協力施設の拡
充

－ 3,326 2,775 2,775

子家
親子ふれあいルーム整備事業

 すくすく子育て支援事業 子家

子家

子家 母子健康診査

赤ちゃんの駅登録事業

（旧　赤ちゃんの駅設置業務）

工程どおり

追加

既存の公共施設を活用
し、親子が気軽に集い、交
流、情報交換、育児相談
等ができるスペースを区・
地域レベルで整備する。

H21年12月

工程どおり

工程どおり

Ｈ20年度から「子育て支援
訪問事業」は「のびのび赤
ちゃん訪問事業」として拡
充。

○

H21年12月

○

H21年12月

○

工程どおり

追加

H21年12月

○

区レベル、地域レベルで整備
（区：区役所など、地域：児童館など）

区レベル、地域レベルで整備
（区：区役所など、地域：児童館）

区レベル
21年度までに区役所などに５ヵ所整備
・H20年度　八幡東区役所に整備完了
・H21年度　戸畑区役所に整備完了（H21.11)
                若松・小倉南・門司区に整備中
・H22年度以降　小倉北・八幡西区に整備予
定

地域レベル
　21年度までに児童館に１０ヵ所整備
　・H20年度　８ヶ所整備完了
　・H2１年度　２ヶ所整備完了

妊婦健診に
ついて、公費
負担を２回か
ら３回に拡充

妊婦健診に
ついて、公費
負担を２回か
ら３回に拡充

妊婦健診に
ついて、公費
助成回数を３
回から５回に
拡充

妊婦健診につい
て、公費助成回数
を５回から１４回へ
拡充

設置準備、事業実施

事業開始
(10/1)
（本庁舎等へ
の授乳室設
置、民間事業
者への協力依
頼、シンボル
マークの選定

母子保健指導・相談事業の開催（区・校区）
発達障害児の相談事業の開催
子育て支援訪問・保健師訪問

乳幼児発達相
談指導事業の
拡充（臨床心
理士47回分
増）

乳幼児発達相
談指導事業の
拡充（親子遊
び教室３区増）

母子保健指導・相談事業の開催（区・校区）

乳幼児発達相談指導事業の開催

子育て支援訪問・
保健師訪問

乳幼児発達相
談指導事業の
拡充（開催回
数の拡充と親
子遊び教室の
全区実施）
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

5,536 45,651 49,363 49,088

H19年5月

※8,000 ※13,125 ※80,000 ※264,000

H19年5月

9,731 9,730 10,000 10,000

H19年12月

－ ※90,568 ※120,000 ※110,000

H19年12月

- ※200,000 ※200,000 ※200,000
　

- - - 2,600

建設

子家

○

 

「地域に役立つ公園づくり」の推進

（旧　「ハートフル公園計画」の推進）
（旧　「ハートフル公園計画」の策定）

（３１の再掲）

のびのび赤ちゃん訪問事業
　
（旧　育児不安を抱える親支援事業）

建設

子育てに配慮した公園整備事業

親子通園事業 子家 H21年12月

親子ふれあい公園づくり事業

（旧 子どもと母のふれあい公園づくり事業）

（３１の再掲）

 

○

H21年12月

○

工程どおり
　
「育児不安を抱える親支援
事業」と「子育て支援訪問
事業」を統合・拡充。

H21年12月

工程どおり

建設 
追加・工程どおり

〇

工程どおり

追加

H22年度は未処理案件の
中から対応可能な工事等
について実施する予定。

H22年度予算については、
H21年度２月補正分を含
む。

建設

工程どおり

H21年12月

○

H21年12月

H21年12月

暮らしにやさしい道事業

（「ハートフルなまちづくり」その他関連事業
の再掲）

- 追加

基礎調査及びハート
フル公園計画策定
モデル地区の選定

ハートフル公園計画に沿った身近な
街区公園の整備

基礎調査及びハート
フル公園計画策定
モデル地区の選定
（公園利用実態調査、
校区内の公共施設等
の配置状況調査の実
施)

市内8校区における本格
実施（計画策定、実施設
計、一部公園整備）

東西地区１箇所ずつ「乳幼児コーナー」を整備

東西地区１箇所ずつ「乳幼児コーナー」を整備

各区の中心となる近隣公園等に、地域を越えた
親子のふれあい、親同士の情報交換の場所と
して、「子どもと母のふれあい公園」を整備

各区の中心となる近隣公園等に、地域を越えた
親子のふれあい、親同士の情報交換の場所と
して、親子がふれあえる公園を整備

三萩野公園
志井公園
永犬丸中央公園

紫川河畔公園
高炉台公園
永犬丸中央公園

老松公園
中央公園
洞北緑地

地域コミュニティの拠点周辺の
道路環境向上

地域コミュニティの拠点周辺の
道路環境向上

電話によるアセスメント（経産婦全員）
未訪問者に郵送によるアセスメント
全戸訪問の必要性の検討

事業実施

生後4ヶ月までの乳児全戸訪問

地域支援者による訪問
子育て支援訪問事業の充実　車両導入

電話によるア
セスメント(経
産婦全員）未
訪問者に郵
送によるアセ
スメント全戸
訪問の必要
性の検討

事業開始予
定

 モデル４校区（田原、大谷、松ヶ江南、
香月）でのワークショップの実施
地域に役立つ公園づくり公園計画に
沿った身近な街区公園の整備

高坊西公園
祇園
　一丁目公園

三ヶ森
　四丁目公園
曽根公園

田野浦公
園
皇后崎公

馬場山公園
ほか１公園
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

4

H19年5月

5,855 7,798 15,785 15,785

H19年5月

4,162 3,396 4,493 4,525

H19年5月

18,862 18,710 19,099 19,099

H19年12月

- 9,428 9,500 -

H19年5月

58,524 130,601 225,792 3,001

 
総合周産期母子医療センター及び小児救
急センターの充実

病院 ○

H21年12月

○

○ 工程どおり

工程どおり

　現在、国においては周産
期を巡る体制整備に向け
た動きがあり、新しい体制
の実施にあたっては、国の
動向を見守りながら、北九
州周産期母子医療協議会
等における調整や慎重な
検討を要するため、検討
期間を延長する。

H21年12月

保福

 

産婦人科・小児科臨床研修医等支援事業

（旧　産婦人科・小児科医師確保対策事
業）

H21年12月

 小児医療先進都市づくり事業 保福

保福

H21年12月

追加

３年計画を２年計画に短縮
※２２年度実施分を２１年
度補正予算で対応（3,200
千円）

H21年12月

小児病室の療養環境の改
善終了。

未熟児・新生児救急搬送用保育器更新事
業

保福 ○

 未熟児・新生児救急医療体制整備事業

母子の命を守る総合周産期母子医療センターと小児救急医療を充実します

○

協議会開催経費及び研修経費の補助・負担

協議会開催経費及び研修経費の補助・負担

小児医療先進都市づくり会議開催
（具体的対策の検討・実施・見直し）

小児救急医療ワークショップ開催（年１回）

小児医療先進都市づくり会議開催
（具体的対策の検討・実施・見直し）

小児救急医療ワークショップ開催（年1回）

体制改善を検討

体制改善を
検討

新体制構築または現行体制維持

機器の更新（3年計画）

機器の更新（3年計画）
※３年計画を２年に短縮

医師の確保・増員等

療養環境の改善

医療スタッフの増員等

＜総合周産期母子医療センター＞

＜小児救急センター＞

＜総合周産期母子医療センター＞

＜小児救急センター＞

 療養環境の改善
　　　　　　　　　　６床室を４床室
　　　　　　　　　　に改良等

医療スタッフの増員等

医師の確保・増員等
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

5

H20年12月

・産休・育休明
け予約の実施

・現体制での
実施を維持

- - 23,100 0

H19年5月

特別保育の拡
充
・一時保育
（５４ヶ所）
　・延長保育
（１４１ヶ所）

10,673 12,768 48,544 5,900

H19年5月

14,656 15,452 16,039 15,733

H19年5月

61,280 62,076 89,603 87,494

H19年5月

7,036 5,442 7,858 6,900

H19年5月

300 292 270 252

H21年12月

 

○

工程どおり○幼稚園教員と保育士との合同研修 教育

社会福祉施設従事者研修事業 子家

子家

工程どおり

保育所（園）の時間延長など特別保育をさらに充実します

 特別保育事業（拡充分） 子家

 休日保育事業 子家

 

家庭保育員制度（拡充分）

○

H21年12月

追加

現体制での実施を維持す
る

H21年12月

工程どおり

工程どおり

○

H21年12月

〇

工程どおり

新規受託先との協議により
一部スケジュール変更

 病児・病後児保育事業 子家 ○

H21年12月

H21年12月

幼稚園教員・保育士との合同研修
統合保育・カウンセリング研修

幼稚園教員・保育士との新規合同研修の開
発・実施

幼稚園教員・保育士との合同研修
統合保育・カウンセリング研修

幼稚園教員・保育士との新規合同研修の開
発・実施

・受入年齢を「２歳まで」に拡大

・実施箇所数の増加
・産休明け予約の検討

特別保育の拡充
　・一時保育（４５ヶ所　⇒　５１ヶ所）
　・延長保育（１１６ヶ所　⇒　１２６ヶ所）

特別保育の
拡充
　・一時保育
（５１ヶ所）
　・延長保育
（１２６ヶ所）

特別保育の
拡充
　・一時保育
（５４ヶ所）
　・延長保育
（１４０ヶ所）

特別保育の
拡充
　・一時保育
（５２ヶ所）
　・延長保育
（１３０ヶ所）

休日保育の実施（７ヶ所）

休日保育の実施（７ヶ所）

病気中及び病気回復中の児童を一時的に預かる
（７ヶ所　⇒　８ヶ所）

病気中及び病気回復中の児童を一時的に預かる

８ヶ所で実施 ２２年度中に
１ヶ所新設を
予定

公立・民間の全保育所を対象にした研修の実施

公立・民間の全保育所を対象にした研修の実施
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

12

H19年5月

466,552 1,180,389 1,632,905 2,194,335

H19年5月

383,485 630,628 440,368 529,365

H19年5月

2,311 2,860 0 -

H19年5月

173,510 217,288 231,864 219,014

平成２０年度から全児童の
放課後対策については、
放課後児童クラブの全児
童化として推進

平成２２年度からは、市民
センターで実施している子
ども向け事業のプログラム
を活用し、連携を図る。

 
地域・子ども交流事業

（旧　放課後子どもプラン推進事業調査）

子家

教育
○

H21年12月

3館について、H21年度より
供用開始。

H20年度から低学年や留
守家庭に限らず希望する
全ての児童を受け入れ、Ｈ
22年度までに全市的な受
け入れ体制を整備する。

H21年12月

開設時間の延長等は工程
どおり

Ｈ20年度から低学年や留
守家庭に限らず希望する
全ての児童を受け入れ、Ｈ
22年度までに全市的な受
け入れ体制を整備する。

H21年12月

全児童の放課後対策をすすめるとともに、学童保育の充実をはかります

○

○

保福 ○

H21年12月

工程どおり

 放課後児童健全育成事業 子家

 児童館の充実 子家

 日中一時支援事業（放課後対策分）

障害のある児童生徒が、放課後活動できる受入場所を拡大
（H19:６ヶ所→２７ヶ所）

事業の継続H19年度
6ヶ所→27ヶ所

推進委員会を設置
校区の実態等を調査し、モデル事業等の実施について検討

モデル事業の結果を放課後児
童クラブの全児童化に活用

校区実行委員会を設置し、モデル事業を実施（２箇所）

開設時間の延長（５３→７３クラブ）
障害児の受入
今後のあり方検討

新設等（６ヶ所）
増築（４ヶ所）
今後のあり方検
討

老朽化、待機児童等の状況をふまえて計
画的に整備

開設時間の延長
（６８クラブ）
障害児の受入
（１２５人）
今後のあり方検討

開設時間の延長
（６８→１４４クラブ）
障害児の受入
全児童の受入

新設・増築等
（１０ヶ所）
今後のあり方
検討

新設・増築等
（２１ヶ所）

新設・増築等を予定
老朽化、待機児童等の状況を
ふまえて計画的に整備
H２１年度：３４ヶ所
H２２年度：３３ヶ所

開設時間の延長（２２→２５館）
障害児の受入

折尾児童館
建設
長浜児童館
設計

長浜児童館
建設
牧山児童館
建設

折尾・牧山・長浜児童館着工

開設時間の延長
（２８館）
障害児の受入

全児童の受入

開設時間の延長（２８→３２館）
障害児の受入

折尾・牧山・長浜児童館
供用開始
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

2,500 2,500 2,456 32,860

H19年12月

- 4,940 25,123 15,111

H19年12月

- 19 2,662 1,030

H19年12月

- 6,515 7,011 7,324

H19年12月

- 5,172 3,850 3,947

○子家

工程どおり

追加

H21年12月

工程どおり

※Ｈ20年度より母子福祉
センター管理運営事業とし
て実施。ただし、H21年度
までは旧事業分の予算額
のみ記載。

H21年12月

子家

○
工程どおり

追加

○

H21年12月

「ワーク・ライフ・バランス」推進事業

 

母子福祉センター管理運営事業

（旧　母子家庭のお母さんのための就業促
進強化事業）

その他関連事業

子家

H21年12月

児童養護施設入所児童等の身元保証人
確保対策事業

子家

工程どおり

追加

認可外保育施設への指導 子家 ○

H21年12月

工程どおり

追加

Ｈ19年10月15日付けで
「保育指導専門員」２名を
配置。

里親促進事業

○

　　ＷＬＢ推進協議会の運営

一般市民向け啓発、企業向け啓発、男性の
育児参加促進

一般市民向け啓発、企業向け啓発、男性の
育児参加促進、WLB表彰の実施

ＷＬＢ企業調査の実施

各施設からの申込みに応じ、事業を推進

各施設からの申込みに応じ、事業を推進

認可保育所の所長経験者２名（嘱託員）を配置
し、きめ細やかな指導を行うとともに、保育従事者
の資質向上のため、条件整備を行う。

認可保育所の所長経験者２名（嘱託員）を配置
し、きめ細やかな指導を継続して行うとともに、保
育従事者の資質向上のため、条件整備を継続し
て行う。

里親及び里親希望者に対する研修の実施

里親啓発ビデ
オ等の作成

里親及び里親希望者に対
する啓発の実施

里親及び里親希望者に対する研修の実施

里親啓発ビデ
オ等の作成

里親及び里親希望者に対
する啓発の実施

講座の新設・増設し、就業促進を強化

指定管理者の更新に伴い、引
き続き、母子家庭の母の就業
につながりやすい講座の見直
し等を行い、就業促進を強化

ニーズの高い
講座の実施
　・医療事務
　・ﾍﾙﾊﾟｰ2級
　・ｴｸｾﾙ3級

母子福祉セン
ターの指定管
理業務の一つ
としてニーズの
高い講座を継
続実施

指定管理者の更新に伴い、引
き続き、母子家庭の母の就業
につながりやすい講座の見直
し等を行い、就業促進を強化
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 6,200 5,900

H20年12月

- - 6,500 14,110

H20年12月

- - 25,000 -

H20年12月

- - 3,000 1,400

H20年12月

- - 1,365 5,500

H21年12月

工程どおり

追加

追加

H21年度から実施していた
旧事業と統合して拡充

H21年12月

○

「女性活躍推進アクションプラン」実施事業 総市

H21年12月

工程どおり

平成２０年８月、女性活躍
推進アクションプラン策定
計画期間：平成20年9月1
日～平成30年8月31日

○

保育所環境整備事業 子家

工程どおり

追加

H21年12月

工程どおり

追加

保育所等耐震診断 子家

H21年12月

子育てに関する情報提供の充実

（旧　（仮称）子育て支援情報インターネッ
ト・テレビ・ニュース発信事業）

子家

食を通じた乳幼児等の健康づくり事業 子家

○

◎

○

女性活躍推進アクショ
ンプランに掲げる２４の
アクションを順次実施

女性活躍推進アクショ
ンプランに掲げる２４の
アクションを順次実施

安全・安心な保育を実現する
ため、昭和５６年以前の基準
で建てられた保育所等の安全
確保に必要な耐震診断を実
施

安全・安心な保育を実現する
ため、昭和５６年以前の基準
で建てられた保育所等の安全
確保に必要な耐震診断を実
施

公立保育所での熱中症等の
未然防止及び光化学スモッ
グ対策の観点から、冷房機
未設置の保育室全てにエア
コンを設置

公立保育所での熱中症等の
未然防止及び光化学スモッ
グ対策の観点から、冷房機
未設置の保育室全てにエア
コンを設置

調査結果の
課題に応じ
た取り組み
の検討

母子栄養教室の開催方法
を検討し、実施

乳幼児の食
生活に関す
る実態調査
の実施

調査結果の
課題に応じ
た取り組み
の検討

母子栄養教室の開催方法
を検討し、実施

乳幼児の食
生活に関す
る実態調査
の実施

月１回、子育て支援に関す
る情報をビデオニュースに
とりまとめ、インターネット上
で公開する。

月１回、子育て支援に関する
情報をビデオニュースにとり
まとめ、ホームページ「子育て
マップ北九州」上で公開した
（H21.10開始）。

「子育てﾏｯﾌﾟ」
の充実、子育
て情報誌の発
行、年次報告
書の発行
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 2,000 8,000

H20年12月

- - 4,800 4,500

H20年12月

区役所職員の
専門性の強化
「児童虐待対
応リーダー」の
養成

区役所職員の
専門性の強化
「児童虐待対
応リーダー」の
養成

研修実施予定

- - 2,000 0

H20年12月

北九州市後期
次世代育成行
動計画策定懇
話会及び部会
の開催、計画
策定

後期次世代育
成行動計画の
実施

北九州市後期
次世代育成行
動計画策定懇
話会及び部会
の開催、計画
策定

次世代育成行
動計画の実施

- - 10,171 2,118

H20年12月

- - 4,800 1,800

- - - 3,900

- - - 5,000

工程どおり

追加

H21年12月

追加

追加
工程どおり

〇

産業政策推進事業（ワーク・ライフ・バランス
推進事業）

○

H21年12月思春期保健連絡会 子家

産経

-

追加

子どものからだと心を守る地域ネットワーク
機能強化事業

追加

耐震診断を実施することと
したため、スケジュールを
変更。

H21年12月

ひとり親家庭のための北九州市合同就職
説明会

（旧　（仮称）ひとり親家庭の父母のための
合同企業面談会）

子家

児童文化科学館の再生活用事業 子家

子育てに優しいまちづくり推進事業 子家

追加

工程どおり

H21年12月

北九州市次世代育成行動計画推進事業

（旧　北九州市後期次世代育成行動計画
策定事業）

子家 ○
追加

工程どおり

-

○

○

H21年12月

子家

H21年12月

H21年12月

モデル事業化
企業セミナー開催
協議会の設置
合同企業説明会開催

モデル事業化
企業セミナー開催
協議会の設置
合同企業説明会開催

あり方の検討、
建物調査等

実施計画、実
施設計

あり方の検討
等

耐震診断、
プラネタリウム
補修

　ひとり親家庭への理解を示す
複数の企業との面談の場を提
供することにより、主として就職
が困難な母子家庭の母の就業
と自立を支援する。

　ひとり親家庭への理解を示す
複数の企業との面談の場を提
供することにより、主として就職
が困難な母子家庭の母の就業
と自立を支援する。

連絡会を開催

事業対象校区の選定及び
対象校区における子育て支
援活動の促進
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

- - - 5,000

- - - 1,500

- - - 10,000
 

- - - 320
 

市内11施設設
置

- - - 2,520

- - - 1,350

拡充し、事業
実施。

- - - 4,500

教育予算の重点化

6

H19年5月

2,284 2,567 - -

◎子どもの未来をひらく教育改革会議 教育

H21年12月

追加

「困難」を抱える子どもや若
者を総合的にサポート
（コーディネート）していくワ
ンストップ総合相談窓口と
して設置する。

「（仮称）青少年応援センター」の設置及び
運営事業

子家 H21年12月

追加H21年12月青少年体験活動等活性化事業

 

H21年12月

教育における様々な課題
について、幅広く議論を行
うため、スケジュールを変
更。

平成19年10月から15回の
会議を開催し、平成21年3
月に報告書の提出を受け
た。

追加

-

H21年12月

「子どもの未来をひらく教育改革会議」を設置します

追加

- 追加

- 追加

追加

児童養護施設等入所児童自立促進事業 子家

非行少年の立直り支援と体制強化事業 子家

児童養護施設等ＡＥＤ設置事業 子家 H21年12月

保育カウンセラー事業 子家 H21年12月

（仮称）子育てに優しいまちづくりに向けた
キャンペーン

子家 H21年12月 -

-

-

-

子家

・会議開催、
議論（改革会
議３回開催、２
部会５回開
催）
・タウンミー
ティング開催
・議論のまと
め提出

議論のまとめの趣旨実現のため北九州市教
育行政総合計画（いきいき学びプラン）に反
映

・会議開催、
  議論
・会議６回開催

・会議9回開催
・タウンミーティ
ング開催
・H21年3月報
告書提出

体験活動等を通じた青少年
健全育成の推進

非行児童援助チームを新設
し、非行相談を専門に対応
する

「（仮称）青少年応援セン
ター」の設置及び運営

各施設に周知し、申請に応
じ、事業を推進

保育士１名と臨床心理士１
名がペアになり、保育所を巡
回して、児童虐待の早期発
見、早期対応等の防止をす
る
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

7

H19年5月

100,042 129,612 72,177 63,300

8

H19年5月

7,049 51,371 937,000 2,217,000

H19年5月

85,610 - - -

9

H19年5月

314,647 725,444 939,600 788,500

H19年5月

752,426 914,540 1,229,077 1,452,700

学校施設耐震補強

H21年12月

○

H21年12月

教育 ○

工程どおり

H１８年度補正　１４校（H１
９年度へ繰越）

H１９年度補正　１７校（H２
０年度へ繰越）

H２０年度補正　４校（H２１
年度へ繰越）

Ｈ２１年度補正　３校（Ｈ２２
年度へ繰越）

 

さわやかトイレ整備事業 教育

学校給食食器改善事業 教育

まず全学校のトイレ改善から学校施設設備に着手します

工程どおり

モデル事業の実施状況を
踏まえた議論を行うため、
スケジュールを変更。
H19年8月に食育推進会
議の提案を受け、H19年度
3学期からH20年度3学期
までの中学校完全給食モ
デル事業の実施を決定し
た。

H21年度より段階的に中学
校完全給食を実施する。

食育推進会議の議論を参
考に、H21年5月食育推進
計画を策定した。

H21年12月

工程どおり

H20年1月9日使用開始
◎

中学校給食の完全給食化実施のほか、小学校では全校の給食食器を改善します

工程どおり○教育

H21年12月

 ３５人以下学級の実施

食育推進事業（中学校給食のあり方に関
する検討含む）

小学校１，２年生と中学校１年生から実質３０人学級を実施します

○教育

H21年12月

必要な教員
配置を検討

３５人以下学級の実施

教室等整備

小学校１年生
中学校１年生

小学校２年生

必要な教員
配置を検討

３５人以下学級の実施

小学校１年生
中学校１年生

小学校２年生

小学校２年生

教室等整備　　　 教室等整備
小学校１年　　　　小学校２年
中学校１年

・食育推進会議の開催
・中学校給食のあり方に関するまとめ

　　　　　　・中学校完全給食モデル事業の実施

・食育推進会議の開催
・中学校給食のあり方に関するまとめ
・食育推進計画策定

 ・中学校完全給食の実施

・食育推進計画策定（H21.5）

１０２小学校
・ＰＥＮ食器全校導入
・食器消毒保管庫改善

１０２小学校
・ＰＥＮ食器全校導入
・食器消毒保管庫改善

１４校整備完了 ３９校整備完了 ４３校整備完了整備開始

１４校整備完了 ３９校整備完了 ５２校整備完了３１校整備着手

診断　年８校
補強工事　年７校

診断　８校
　
補強工事
 １４校（繰越）
  うち１校完了

診断　７校

補強工事
 １７校（繰越）
 うち１３校完了

診断　３９校

補強工事
 ７校（繰越込）
 うち４校完了

診断　３７校

補強工事
１５校（繰越込）
 うち２校完了
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

758,976 1,256,323 1,931,574 1,752,617

H19年5月

3,714,667 4,436,223 1,508,849 767,262

10

H19年5月

133,171 141,998 144,740 137,396

11

H19年5月

420 241 1,484 1,584

H19年5月

48,180 53,223 66,283 66,263

 
元気な子どもをはぐくむ地域・学校連携事
業
～スクールヘルパーの充実～

教育 ○

H21年12月

 学校における学生ボランティアの活用 教育 ○

H21年12月

スクールカウンセラーの配置

工程どおり

耐震補強工事の完了した
棟から、建物の長寿命化
を図る改修を行うこととし
た。
Ｈ２０年度からは大規模改
修工事として、内部改修及
び設備改修を行う。

北九州市立大学について
は、調整に時間を要したた
め、Ｈ２１年度に実施。

工程どおり

教育 ○

工程どおり

H１９年度竣工　小学校１
校

H２０年度竣工　小学校３
校

Ｈ２１年度竣工　小学校１
校

事業継続　小学校４校、中
学校２校

H21年12月

教育 ○

H21年12月

教育ボランティアが活動できる環境を整えます

教育 ○

H21年12月

スクールカウンセラーの配置を倍増するなど充実します

工程どおり

小中学校改築事業

校舎大規模改造工事

内部改修（床・内壁・建具等）
余裕教室の改造
設備改修
外壁改修等

内部改修（床・内壁・建具等）
設備改修等
外壁改修

学校規模の適正化
学校施設の建替
改修等

学校規模の適正化
学校施設の建替
改修等

スクールカウンセラーの配置時間の拡充
（週８時間→週１２時間）

スクールカウンセラーの配置時間の拡充
（週８時間→週１２時間）

協定締結済大学での実施
協定締結大学の拡大

・北九州市立
大学及び福
岡教育大学と
の協定締結
・上記大学で
の試行実施

・福岡教育大
学との協定締
結
・福岡教育大
学での試行実
施

協定締結済大学での実施
協定締結大学の拡大

・北九州市立大
学との協定締結

・登下校時の見守り活動での活用の検討
・教育活動支援の充実
・中学校での安全対策ヘルパーの活用の検討
・前年度比のべ約８，０００人日分増

・登下校時の見守り活動での活用の検討
・教育活動支援の充実
・中学校での安全対策ヘルパーの活用
・前年度比のべ約８，０００人日分増

・ヘルパーの活動に新たに「特別支援教育ヘ
ルパー」を追加
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

0 0 0 -

H20年12月

- - 6,092 7,677

13

H19年5月

91,938 90,785 88,085 82,159

H19年5月

1,133 949 1,492 1,490

H19年12月

- 4,540 8,425 7,414

H21年12月

○

H21年12月

キャリア教育推進事業 教育 ○

学校支援地域本部事業の推進 教育 ○

H21年12月

コミュニティスクールのモデル実施 教育 ○

H21年12月

中学校卒ニート少年などへの就学や就労支援制度をつくります

工程どおり

平成２０・２１年度文科省事
業を受託し、事業実施する
もの。

産経

産経

若年者就業促進事業

（旧　若者ワークプラザ北九州運営事業）

工程どおり

H19年10月施設拡張

H21年度予算については、
緊急経済対策の実施によ
り、H20年度2月補正分を
含む。

H22年度予算については、
若年者就業促進事業（若
者ワークプラザ北九州の
利用時間延長、日曜日開
館）のうち、若者ワークプラ
ザ北九州に関する予算を
含む。

H21年12月

 

工程どおり

○

追加

工程どおり

集まれ若者！キタキュー就職促進事業

就業に関する相談、助言
各種就業関連情報の提供
就職支援講座の実施
無料職業紹介事業の実施（市独自の求人開拓）
（仮称）中学卒ニート相談会の開催

施設の拡張

就業に関する相談、助言
各種就業関連情報の提供
就職支援講座の実施
無料職業紹介事業の実施（市独自の求人開拓）
中卒者のための進路相談室の開催

施設の拡張 利用時間の延長、日曜日開館

・ホームページ開設・企業情報提供
（11月～）

・地元就職応援フェアの開催
・企業見学バスツアーの開催
・ホームページ開設・企業情報提供

・企業見学バスツアーの開催（4月～）

・地元就職応援フェアの開催（1月）
※22年度は開催月未定

モデル事業
の実施につ
いて調査・検
討を行う

小・中１校ず
つにてモデル
事業を開始
（Ｈ２０・２１）

モデル事業
の実施につ
いて調査・検
討を行う

検討結果に基づき対応

小・中１校ず
つにてモデル
事業継続実
施

モデル事業を実施（７箇所程
度）し、調査・研究を行う。

モデル事業を実施（７校）し、
調査・研究を行う。

中学校へのキャリアアドバイザー派遣（６３校）

講師リストの作
成開始

講師リストの完成

中学校へのキャリアアドバイザー派遣（６３校）

講師リストの作
成開始

講師リストの完成
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

設計・工事

　　　 開設
　　（８月～）

設計・工事

　　　 開設
　　（７月～）

- - 40,000 32,938

H19年5月

H19年12月

94,421 103,552 95,800 111,600

H19年5月

27,844 42,728 47,279 -

H19年5月

46,600 28,206 32,509 32,281

 
北九州市立高等学校生徒寮及び奨学金
事業

教育 ○

H21年12月

工程どおり

平成１９年度～平成２１年
度の臨時的事業のため平
成２１年度末に事業終了
予定。

追加

工程どおり

Ｈ２１年度予算については、
緊急経済対策の実施により、
Ｈ２０年度２月補正分を含む。

H22年度予算については、若
年者就業促進事業（若者
ワークプラザ北九州の利用時
間延長、日曜日開館）のう
ち、若者ワークプラザ北九
州・黒崎に関する予算を含
む。

 

いじめ対策のための市費講師配置事業

（旧　いじめ撲滅のための市費講師配置事
業）

教育 ○

H21年12月

その他関連事業

産経 ○

H21年12月

未来をひらく学校づくり支援事業

（旧　学校施設ふれあい事業）
（旧　体力アップ推進事業）

教育

若年者就業促進事業

（（仮称）西部地区就業支援センター運営
事業）

工程どおり

○

H21年12月

追加

「学校施設ふれあい事業」
を統合、「体力アップ推進
事業」と一本化

H21年度までの予算・決算
額は旧2事業分のみを含
む

10校程度整備
(小学校６校、
中学校４校)

10校程度整備
(小学校６校、
中学校４校)

10校程度整備
(小学校６校、
中学校４校)

10校程度整備
(小学校６校、
中学校４校)

10校程度整備
(小学校６校、
中学校４校)

10校程度整備
(小学校６校、
中学校４校)

  ９校程度整備
(小学校６校、
中学校3校)

いじめへの対応のため、市費講師を配置

いじめへの対応のため、市費講師を配置
Ｈ１９：１５人　　 　Ｈ２０：１５人　　　 　H２１：１５人

奨学金の給付

奨学金の給付

生徒寮の設置 生徒寮の運営

奨学金の給付

生徒寮の設置 生徒寮の運営（H20.4開寮）

・ダンス体力アップ事業の実施（小学校）
・外部講師充実による部活動の振興（中学校）
・保護者向け啓発パンフレットの配布（幼小中
高等学校）

・ダンス体力アップ事業の実施（小学校）
・外部講師充実による部活動の振興（中学校）
・保護者向け啓発パンフレットの配布（幼小中
高等学校）

・体力アッププランモデル事
業の実施（中学校）

・部活動ハン
ドブックの配
布（中学校）

あいさつ運動
推進事業の

学校におけ
る読書活動
推進モデル
事業の実施

体力アップ
推進事業の
実施

提案型学校
づくり支援事
業の実施
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年12月

- 122,966 - -

H19年12月

- 15,937 - -

H20年12月

- - 1,600 3,700

H20年12月

- - 103,400 86,640

H20年12月

- - 13,012 15,547

- - - ※20,500

- 追加子どもの読書活動の推進 教育 H21年12月

H21年12月

特別支援教育支援員（【(仮称）特別支援教
育介助員】の設置）

教育 ○ 追加

追加

工程表どおり

H21年12月

追加

Ｈ21年11月に「北九州市
子どもの未来をひらく教育
プラン」を策定し、各種施
策を推進。

策定した新教育プランに
基づく取組み等を保護者
や地域住民、企業など広く
市民に周知することによ
り、新教育プランへの理解
と、教育活動への参画を
呼びかける。

「北九州市子どもの未来をひらく教育プラ
ン」の推進

（旧　「（仮称）北九州市教育行政計画」の
策定）

教育 ○

学力向上施策の推進 教育 ○

教育 ◎

教育 ◎

H21年12月

H21年12月

追加

Ｈ２０年度整備により、小・
中・高・特別支援学校全校
に設置。

Ｈ２０年度市立全校に設置
完了。H21年12月

工程どおり

追加

平成20年度市立全中学校
の普通教室に暖房設置完
了。

 AEDの導入

 中学校教室暖房設置事業

中学校７校（モデル校）に嘱
託学校図書館職員を配置し
て、学校における読書活動推
進モデル事業を実施

全中学校（63
校）の普通教室
に暖房を設置

全中学校（63
校）の普通教室
に暖房を設置

ＡＥＤを未設置
の小学校１２８校、
中学校２２校に
設置

ＡＥＤを未設置
の小学校１２８校、
中学校２２校に
設置

計画の策定

策定した新教育プ
ランの周知・啓発及
び同プランに基づ
き各種施策を推進

「子どもの未来を開く
教育改革会議」の報告
を受け、「北九州市子ど
もの未来をひらく教育
プラン」を策定

・活用力を高めるための問題
集の配布・活用
・授業改善ハンドブックの作
成・活用

・活用力を高めるための問題
集の配布・活用
・授業改善ハンドブックの作
成・活用

・教員の授業力向上を図る講
演会の実施
・北九州スタンダード指導資
料の作成・活用

・小・中学校の通常の学級に
在籍している肢体不自由の
ある児童・生徒の介助を行う
ため、（仮称）特別支援教育
介助員を配置する。

・小・中学校の通常の学級に
在籍している肢体不自由の
ある児童・生徒の介助を行う
ため、特別支援教育介助員
を配置する。

「北九州市子ども読書活動推
進計画」次期計画策定
子どもの読書活動の推進
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

- - - 11,600

- - - 38,000

- - - 2,030

- - - 9,000

- - - 47,500

- - - 2,000

- - - 2,400

- - - 11,000

福祉施策の充実

14

H19年5月

H19年1月
より実施

事業の継続

11,299 6,333 11,237 8,844

中学校武道必修化に伴う設備整備事業

- 追加

- 追加

- 追加

工程どおり

教育 H21年12月

教育 H21年12月

未就学児の基本的生活習慣の確立

生活習慣、家庭学習習慣充実のための
「新１年生学校生活ガイド「なかよし」（仮
称）」の作成・配布

教育 H21年12月

教育 H21年12月 - 追加

成績処理ＩＣＴ化推進事業 - 追加

小中連携による不登校等問題行動改善対
策事業

教育 H21年12月

特別支援学級補助講師の配置事業

教育 H21年12月「環境体験科」推進事業

教育 H21年12月

- 追加

特別支援教育における相談支援体制の充
実

教育 H21年12月

- 追加

- 追加

 

障害者自立支援法における利用者負担の軽減をはかります

障害児施設利用負担軽減 保福 ○

H21年12月

障害児施設の利用料や食費負担の軽減を行う
　○通所：食費・利用料（特児手当非受給世帯）
　○入所：食費・利用料

（Ｈ21に見直し）

○通所：食費・利用料（特児手当非受給世帯）
　　 　　　Ｈ21年度以降も引き続き実施

○入所：食費・利用料
　　 　　Ｈ21年度～ 廃止

全ての小学校の第４学年で
「環境体験科」を実施
・環境教育プログラムの実施

・特別支援学級に市費講師
を配置することにより、特別
支援学級の教育の充実を図
る。

・臨床心理士の派遣回数を
増加し相談の充実を図る

・小学校の成績処理
システムの開発、導入

・不登校児童生徒数の逓減
を図るため小学校と中学校
の連携を推進するための市
費講師を配置する。

家庭教育リーフ
レットの作成・配
布

「（仮称）なかよし」作成
（平成２３年度小学校
入学者配布）

柔道畳の整備
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

11,916 20,584 28,294 53,196

H19年5月

281,680 490,874 472,747 985,285

H19年5月

0 0 0 11,700

15

H19年5月

192,964 157,009 146,292 134,548

H19年5月

30,355 46,085 55,680 55,520

H21年12月

○

重度障害者医療費支給制度
（精神障害者の追加分）

工程どおり

○ 工程どおり

障害者小規模作業所の助成を強化します

工程どおり

H20.10からの県制度の改
正を踏まえて検討した結
果、H21.10から支給対象
に精神障害者を追加（た
だし、精神病床への入院
は対象外）

H21年12月

保福 地域生活支援事業利用者負担軽減

保福 ○

H21年12月

 
障害福祉サービス等利用者負担軽減（国
軽減分）

保福

H21年12月

 

保福 ○

H21年12月

工程どおり 障害者小規模共同作業所の助成強化

保福 ○ 工程どおり 
地域活動支援センター（Ⅲ型分）の助成強
化

利用者の負担軽減を図る

（Ｈ21に見直し）

Ｈ19.4月～　利用者の負担軽減
（上限額合算）の実施（１/２→１/４）

H20.7月～ 利用者の負担上限額（上限額
合算）を引き下げる（１/４→約１/８）

H22.4月～　利用者の負担軽減
（市民税非課税世帯無料）

利用者の負担上限額を引き下げる（１/２　→　１/４）

（Ｈ21に見直し）

利用者の負担上限額を引き下げる（１/２→１/４）

H20.7月～
利用者の負担上限額を引き下げる（１/４→約１/８）

H22.4月～　利用者の負担軽減
（市民税非課税世帯無料）

精神障害者の追加の検討

精神障害者の追加の検討
H21.10から支給対象に
精神障害者を追加

小規模共同作業所への補助（H18：６０ヶ所→H19：３９ヶ所）
運営費補助金の増額（3,600千円→5,000千円）
家賃等賃借料補助金の増額（月上限額：30千円→60千円）

小規模共同作業所への補助（H18：６０ヶ所→H19：３７ヶ所
→Ｈ20：３０ヶ所→H21：２６ヶ所→H22:２４ヶ所）
運営費補助金の増額（3,600千円→5,000千円）
家賃等賃借料補助金の増額（月上限額：30千円→60千円）

地域活動支援センターへの助成（H18：０ヶ所→H19：１０ヶ所）
運営費補助金の増額（5,600千円→7,000千円）
家賃等賃借料補助金の増額（月上限額：30千円→60千円）

地域活動支援センターへの助成（H18：０ヶ所→H19：４ヶ所
→Ｈ20：７ヶ所→H21：６ヶ所→H22:７ヶ所）
運営費補助金の増額（5,600千円→7,000千円）
家賃等賃借料補助金の増額（月上限額：30千円→60千円）
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

246,698 236,003 280,809 305,096

H19年5月

契約規則改正

0 - - -

16

H19年5月

10,346 39,524 46,339 46,339

H19年5月

7,100 7,519 7,773 9,320

- - - 173,434

17

H19年5月

1,000 2,755 4,900 6,000

工程どおり

保福 工程どおり

保福

H21年12月

○

契約 ◎

 健康診査受診促進事業 工程どおり

地域健康づくり事業を充実します

保福 ○

H21年12月

保福 ○

H21年12月

 障害福祉サービス施設型（訓練等給付）

 
随意契約の方法により契約を締結すること
ができる場合を定める手続の整備

-

健康診査（拡充分）

検診率向上をめざし、受けやすい健康診査にします

工程どおり

契約規則改正
（H19年12月26日施行）

○

H21年12月

追加

H21年度は、国１次補正事
業として、本事業を実施
（H21.9月補正・238,067千
円）

女性特有のがん検診推進事業 保福 H21年12月

当初の工程で示した５８校
区まで、すでに実施校区
数を拡充した。

H21年12月

住民主体による快適な健康づくり事業（拡
充分）

受診料の軽減
について検討

平成19年度の
上半期中を目
途に契約規則
改正

訓練等給付へ移行した旧小規模作業所に対する給付
　（H18：０ヶ所→H19：１１ヶ所）

訓練等給付へ移行した旧小規模作業所に対する給付
　（H18：0ヶ所→H19：11ヶ所→H20：13ヶ所→H21：15ヶ所
　→H22:16ヶ所）

がん検診の充実（H20.4月より）

前立腺がん検診の新規導入
個別医療機関での大腸がん検診の実施

受診料の軽減について検討

前立腺がん検診の新規導入(H19.10月より）
個別医療機関での大腸がん検診の実施（H19.10月より）

H20.4月より受診料の引き下げを実施

がん検診の充実（H20.4月より）

効果的な受診促進事業の実施

健康づくりキャン
ペーンの実施

効果的な受診促進事業の実施

市民を「がん」か
ら守るプロジェク
トの実施

子宮頸がん及
び乳がん検診
料の自己負担
分を免除

全市的な展開(実施校区の拡充）
　Ｈ１９：４０校区→５８校区

全市的な展開(実施校区の拡充）
　H19：50校区→H20：61校区→H21:75校区→H22:91校区
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

0 0 0 0

H20年12月

- - 31,000 39,349

H20年12月

- - 6,000 5,500

18

H19年5月

7,159 0 0 10,527

H19年5月

8,049 0 0 0

工程どおり

追加

○保福

保福 ○

H21年12月

工程どおり

追加

工程どおり

 地域保健師の計画的雇用増

健康マイレージ事業

工程どおり

H21年12月

○保福

保福 ○

H21年12月

H21年12月

○保福

H21年12月

介護予防に関する実態調査

工程どおり

（H22は高齢者等実態調
査と一本化して実施）

高齢者等実態調査

歯と口の健康づくりモデル事業
～親子むし歯ゼロ大作戦～

介護保険改定に関わる実態調査を行います

保健師が関わ
る業務につい
て関係課と協
議

保健師の計画的な雇用

保健師が関わる業務につい
て関係課と協議

保健師の計画的な雇用

周知・ＰＲ 事業スタート（７月）

周知・ＰＲ 事業スタート（７月）

周知・ＰＲ

事業スタート（７月）

１歳６ヶ月児の歯科健診時に
母親等の歯科検診を実施

実施準備(４月～６月)

検討委員会(７月開始)

１歳６ヶ月児の歯科健診
時に　母親等の歯科検
診を実施（８月開始）

調査
内容・
方法
の検
討

調査・
集計

調査結果を
踏まえた施
策等の検討
次期高齢者
支援計画の
策定

次期高齢者支援計画の実施

調査
内容・
方法
の検
討

調査・
集計

調査結果を
踏まえた施策
等の検討
第二次高齢
者支援計画
の策定

第二次高齢者支援計画の実
施

調査内容・
方法の検
討

調査・
集計

調査
内容・
方法
の検
討

調査・
集計

調査結果を
踏まえた施
策等の検討

次期高齢者支援計画の実施

調査結果を
踏まえた施
策等の検討

第二次高齢者支援計画の実施調査
内容・
方法
の検
討

調査・
集計

高齢者等実
態調査と一
本化して実
施

19 / 56 ページ



Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

19

H19年5月

92,208 97,292 99,145 100,963

H19年5月

77,500 0 250,000 200,000

H19年5月

998 10,440 15,000 575,500

H19年5月

534 956 40,900 50,000

若松運動場改修

（旧　若松運動場改修調査）
企文

健康・スポーツ振興計画を策定するとともに、スポーツ施設の充実をはかります

○障害者スポーツの振興

H21年12月

保福

開催競技との調整のため
スケジュールを変更。
H19から繰越　222,500。
H20に競技環境の向上が
完了したため、H21以降観
覧環境の向上を図るため
スケジュールを変更。
H21年度予算については、
緊急経済対策の実施によ
り、H20年度2月補正分を
含む。

H21年12月

H21年12月

建設
本城公園整備事業

（旧　本城陸上競技場改修事業）

障害者スポーツ振興検討
委員会については、H20年
5月で終了。
H20年度から「障害者ス
ポーツ施設利用支援事
業」を実施。

H21からH20「旧　北九州
市長杯小学生ふうせんバ
レーボール」を統合。

Ｈ20決算額には、「旧　北
九州市長杯小学生ふうせ
んバレーボール大会」を含
む。

体育施設のあり方検討調査

○

企文

 

 

 

 工程どおり

H21年12月

○

○

工程どおり

トラック内舗装の改修
トラック９レーン化

トラック内舗装の改修
トラック９レーン化

スタンド座席改修 放送設備改修
運動場改修

今後の障害者スポーツの振興策等について検討委員会による
検討
障害者スポーツ協会補助
障害者スポーツ振興事業（各種スポーツ大会の開催補助等）
障害者のための巡回スポーツ教室
北九州チャンピオンズカップ国際車椅子バスケットボール大会
知的障害者在宅援護事業（知的障害者スポーツ教室）
在宅身体障害者援護費（身体障害者スポーツ教室）
障害者スポーツセンター運営

障害者スポーツ協会補助
障害者スポーツ振興事業（各種スポーツ大会の開催補助、
巡回水泳教室、障害者スポーツ教室）
北九州チャンピオンズカップ国際車椅子バスケットボール大会
障害者スポーツセンター運営

北九州市長杯小学生ふうせんバレーボール
大会開催事業

障害者スポーツ施設利用支援事業

市民ニーズ
や必要規模
等を勘案しな
がら施設のあ
り方を検討

検討結果に基づき対応

公式野球場
整備の基本
構想策定 　検討結果に基づき対応

・測量調査
・基本設計
　　　　等

・実施設計
　　　　　　等

・整備工事
・水質調査
　　　　　等

今後の体育
施設のあり方
について検
討

検討結果に基づき対応

20年3月、ｽ
ﾎﾟｰﾂ振興審
議会から「体
育施設のあり
方について」
提言

検討結果に基づき対応

グラウンドゴルフ場整備調査

新球技場整備
調査

スポーツ施設耐震調査

新球技場整備
方針等策定
調査

今後の障害者スポーツの振興策等について
検討委員会による検討
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

54,390 66,662 66,338 90,120

H19年5月

0 873 4,000 1,800

H19年5月

0 0 0 0

H20年12月

- - 2,000 426

H19年5月

13,044 17,413 21,650 21,600

工程どおり

健康づくりについての計画
は、H２１年３月に改訂し、
計画期間をH２４年度まで
延長した。
また、スポーツ振興計画に
ついても、すでにH１８年３
月に策定しており、現在計
画を推進しているところで
ある。今後はH２２年度を目
途に、新しい「健康・スポー
ツ振興計画」を策定するた
めの審議会に諮問する。

工程どおり

追加

工程どおり

H19年8月設置

その他関連事業

○

「健康・スポーツ振興計画」の策定
保福

企文

 武道振興と県立武道館の誘致

障害者スポーツセンター再整備検討事業

工程どおり

 保福北九州市障害者就労支援センター事業

スポーツ施設更新
（スポーツ施設ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ化推進事
業等）

　　旧　体育施設改修
　　（体育施設バリアフリー化推進事業等）

H21年12月

○

H21年12月

○

H21年12月

○保福

企文

○

H21年12月

企文 工程どおり

H21年12月

 

健康・スポー
ツ振興計画
(案)を策定し、
審議会に諮問

再整備のあり方について検討

再整備について検討

就労促進のための総合的な支援拠点として設置

北九州障害者しごとサポートセンターとして国・県の就
労支援機関と合同で事業運営を行う。

ジョブコーチ
の配置

老朽化等に対応するとともに体育施設のバリアフリー化を進
める

老朽化等に対応するとともにスポーツ施設のﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ化を進める
【整備済】
桃園庭球場
香月中央庭球場
黒崎体育館
総合体育館

【整備中】
門司庭球場
城野体育館
総合体育館
折尾ｽﾎﾟｰﾂ
ｾﾝﾀｰ

【整備予定】
門司体育館
総合体育館
沖田プール
黒崎体育館
　　　　ほか

北九州市スポーツ振興計画

北九州市スポーツ振興計画
進捗状況調査

健康・スポーツ振興計画策定
のため、審議会に諮問

健康福祉北九州総合計画　健康づくり部門

北九州市スポーツ振興計画

北九州市スポーツ振興計画
進捗状況調査

健康・スポー
ツ振興計画策
定のための基
礎調査実施

健康福祉北九州総合計画
　　　健康づくり部門                （改訂版）

「福岡県に対する提案・要望書」の提出

「福岡県に対する提案・要望書」の提出

【整備済】
若松庭球場
城山庭球場
西戸畑体育館
新門司温水ﾌﾟｰﾙ
若松体育館ﾌﾟｰﾙ

21 / 56 ページ



Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

86,050 121,555 169,412 213,407

H19年5月

104 1,471 11,024 6,511

H19年5月

156,501 144,639 161,842 142,676

H19年12月

- 17,445 47,500 18,920

H19年12月

- 131,846 344,000 1,383,899

H19年12月

- 11,567 38,000 1,076,300

工程どおり

平成20年11月開始

工程どおり

工程どおり

小池学園成人部改築移転工事

○

工程どおり

追加

○

北九州市保健福祉オンブズパーソン事業

（旧　（仮称）北九州市保健福祉オンブズ
パーソン制度研究事業）

保福

○

○

○

 移動支援事業の拡大

追加

平成22年度
　
・整備に係るもの
　特養　　　　　　　　5ヶ所
　グループホーム　 14ヶ所
　小規模多機能　　 12ヶ所

・スプリンクラー設置補助
　グループホーム　33ヵ所

・推進に係るもの
　小規模多機能　 10ヶ所

追加

H21は検討に時間を要し
たためスケジュール変更。

H21年度予算については、
緊急経済対策の実施によ
るH20年度繰越分である。

その他は工程どおり

H21年12月

保福

○

H21年12月

特別養護老人ホーム等建設補助事業

（旧　特別養護老人ホーム建設補助事業）
保福

H21年12月

保福

 

H21年12月

H21年12月

 

「いのちをつなぐネットワーク」事業

（旧　「いのちをつなぐネットワーク」構築事
業）

保福

保福高齢者地域交流支援通所事業

H21年12月

市外での利用等、利用要件の緩和を図る

　　　Ｈ19.7月から利用要件の緩和実施

保健福祉サービス利用者全体の権利・利益保護のための
第三者機関として、保健福祉オンブズパーソン制度の設
置を検討

保健福祉オ
ンブズパー
ソン制度の
検討

制度の
開始
準備

制度の運用

高齢者の介護予防・自立支援のため、健康や生きがいづ
くりに資するサービスを提供
　市民センター５０ヶ所で実施

高齢者の介護予防・自立支援のため、健康や生きがいづ
くりに資するサービスを提供
市民センター50ヶ所で実施

区役所に（仮称）コミュニティソーシャルワー
カー（CSW）を配置する。CSWは、既存の地
域福祉のネットワークの更なる強化・充実を
図るとともに、支援を必要とする方々に対する
「見守り・発見・相談・サービスへのつなぎ」な
どの機能を果たす。

支援を必要とする市民が、様々な制度やサー
ビスを受けられないまま死に至ることのないよ
う、地域で企業を含む関係者との連携を強化
し、①対象者を「見つける」②制度やサービス
に「つなげる」③地域で「見守る」という、地域
福祉のネットワークを充実・強化する。その
コーディネーターとして、区役所にいのちをつ
なぐネットワーク担当係長を合計16人配置。

高齢者支援計
画に基づき整備

次期計画に基づき整備

公募による事
業者選定の実
施
・募集数　４
・選定数　２

公募による事
業者選定の
実施
※グループ
ホーム
・募集数　５
・選定数　５

小規模特養、
グループホー
ム、小規模多
機能の事業
者選定のため
の公募

基本設計
実施設計
地質調査

老朽化が著しい小池学園成人部を移転改築する

建築工事
設備工事

建築工事
設備工事
外構工事

基本設計
実施設計
地質調査

実施設計
道路建設

建築工事
設備工事
外構工事
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年12月

- 13,909 15,154 14,690

H19年12月

- 716 6,972 8,774

H19年12月

- 17,792 23,772 30,662

H19年12月

- 4,244 24,806 65,293

H19年12月

- 629 353 362

保福

工程どおり

追加

生活保護関係職員研修事業

心理ケア支援事業

権利擁護・市民後見促進事業

（旧　市民後見人の活用に向けた「(仮称）
成年後見センター｣の運営）

工程どおり

追加

不正受給防止対策推進事業 保福 ○

○

○
工程どおり

追加

工程どおり

追加

工程どおり

追加

○

○

就労自立支援事業

H21年12月

H21年12月

H21年12月

保福

H21年12月

保福

保福

H21年12月

市民後見人養成

「（仮称）成年
後見センター」
設立準備

「（仮称）成年後見センター」
運営

市民後見人養成

「（仮称）成年
後見センター」
設立準備

「権利擁護・市民後見セン
ター」支援

生活保護行政検証委員会の提言を受けて、
福祉事務所の職員を対象に、接遇・カウンセリ
ング技法の専門研修、民生委員・保健師等を
対象に、生活保護制度に関する研修を実施

6月より順次
実施中 Ｈ21年度以降も年度毎に計

画を立て、内容の充実を図り
つつ継続して実施

生活保護行政検証委員会の提言を受けて、
各区福祉事務所に臨床心理士を配置（7名）
し、福祉事務所における精神保健福祉分野
の体制強化を図る

生活保護行政検証委員会の提言を受けて、各
区福祉事務所に臨床心理士を配置し、福祉事
務所における精神保健福祉分野の体制強化
を図る
５名配置 ７名配置 ９名配置

生活保護受給者に対し、民間キャリアカウン
セラーを活用した就労自立支援を実施
就労自立支援チームによる具体的支援策
の検討

H20.8.1被保護者等キャリアカウンセリング
業務委託締結。
生活保護受給者の就労を支援する就労支
援専門員（H16：2人→H22：4人）及び民間
キャリアカウンセラー（H20：1人→H22：4人）
を拡充。
就労自立支援チームによる自立支援プログ
ラムの策定・実施。

企業の本社や営業所を巡回
し、独自に求人を開拓する求人
開拓員を設置。
生活保護受給者等を対象とし
た無料職業紹介事業を実施。

生活保護費の不正受給防止のため、関係機
関との連携強化
効果的な不正受給防止対策の検討
啓発の推進

生活保護費の不正受給防止のため、関係機
関との連携強化
効果的な不正受給防止対策の検討
啓発の推進
H20.10.1不正受給防止のしおり作成
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年12月

- 22,581 9,600 9,600

H19年5月

H19年12月

- 6,613 28,272 16,448

H19年12月

- 7,400 7,400 7,400

H20年12月

- - 8,000 7,000

H20年12月

- - 76,000 32,000

H20年12月

- - 5,887 6,883

ひきこもり地域支援センターの設置 保福
工程どおり

追加
○

○

追加

工程どおり

障害者の店開設事業 保福

地域生活移行促進事業

（旧　グループホーム・ケアホーム運営費助
成事業）
（旧　地域生活移行体験補助事業）

精神障害者地域移行支援事業 保福

保福

認知症対策連携強化事業 保福

保福新型インフルエンザ対策事業

追加

工程どおり

H21年度予算については、
緊急経済対策の実施によ
り、H20年度2月補正分を
含む。

○

○

○

工程どおり

追加

平成20年11月30日オープ
ンH21年12月

工程どおり

追加
○

H21年12月

工程どおり

追加

H21年12月

H21年12月

H21年12月

H21年12月

小規模作業所の授産製品を販売する店舗の
開設・運営補助（H20.12月開所予定）

H20.11　店舗開設

グループホーム・ケアホーム運営費助成の実施

地域生活移行体験事業実施箇所数の拡充

運営費助成制度の開始

グループホームケアホーム運営事業者への周知

地域生活移行体験事業実施箇所数の拡充

グループホーム・ケアホー
ム初度設備費助成の開始

退院可能な精神障害者の地域移行を支援
する

退院可能な精神障害者の地域移行を支援する

ひきこもり地域支援センター
の設置

平成２１年１０月開所

新型インフルエンザ発生に
備えた準備対策

H21年5月の新型インフル
エンザ発生に伴い、準備対
策を終了し、新型インフル
エンザ対策へ移行

認知症疾患
医療センター
設置

継続実施

認知症疾患
医療センター
設置
同センターに
連携担当者を
配置

継続実施
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 256,317 256,317

H20年12月

- - 3,000 3,727

- - - 2,000

- - - 2,000

- - - 5,100

- - - 1,112,000

- - - 11,000

保福

発達障害者支援センター西部分所設置事
業

救護施設建設補助

-

-

追加・変更

ネットワーク会議→北九州
市食育推進懇話会・北九
州市食育推進ネットワーク

事業内容の追加（地域食
育講座、食育従事者養成
研修会、きたきゅう食育応
援店事業）

北九州市食育推進ネット
ワークはH22から「未来へ
つなぐ食育推進事業」へ

追加

保福 -

○きたきゅうしゅう食育ネット

追加

工程どおり
○

未来へつなぐ食育推進事業

高齢者緊急時あんしん事業（介護特会・地
域支援事業）

福祉避難所等災害時避難対策

保福

H21年12月

保福

保福

H21年12月

H21年12月

H21年12月

追加H21年12月

追加

・耐震化整備
民間３施設（協議中）
※県補助金内示時期は
H22.3のためヶ所数未定

・スプリンクラー整備
公設２施設
民間１施設

保福

追加

H21年12月

- 追加

障害福祉施設の耐震化及び消防設備整
備事業

-保福 H21年12月

建設補助（増改築）を実施
　　　（２箇年）

建設補助（増改築）を実施
　　　（２箇年）

（仮称）ネットワーク会議の開催

食品関連事業者
への実態調査

北九州市食育推進懇話会の開催

食品関連事業者への実態調査

食育従事者養成研修会の実施

地域食育講座の実施（H21は年
35回、H22は年42回程度）

北九州市食育推進ネットワークの開催

北九州市食育推進ネットワーク
の開催

大学等への出前食育講座
の実施

福祉避難所の設置・災害用
毛布の計画的備蓄

あんしん情報セットの配布
情報記入・更新の啓発

民間障害福祉施設の耐震化及
びスプリンクラー整備

公設施設のスプリンクラー整備

H22.4
分所設置

25 / 56 ページ



Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

環境首都の実現へ

20

H19年5月

2,977 2,000 1,862 1,750

H19年5月

137,218 140,511 134,423 152,279

H19年5月

738,051 686,466 682,637 722,135

H19年12月

- 4,836 - -

洞海湾環境修復施設改良事業 ◎

H21年12月

港空

菜の花プロジェクトを実施します

H21年12月

環境

工程どおり

 市民環境力強化費の充実

 
菜の花プロジェクト推進事業

（旧　菜の花プロジェクト関連事業）

○

環境

 
家庭・学校・職場など様々な場所での環境
学習の実施

環境

○

工程どおり
※菜の花プロジェクト、（仮
称）アジア低炭素化センター
創設事業、低炭素社会総合
学習（Super CAT）構築事
業、地域総括補助金の拡
充、コミュニティ活動促進事
業、NPO・ボランティア活動促
進事業、NPOとの協働による
まちづくり人材育成事業、ブ
ランド創造・シティプロモー
ション事業を除く。

工程どおり

工程どおり○

H21年12月

H21年12月

助成制度

菜の花プロジェクトの実施

廃食用油回収拠点の拡充

調査・菜の花セミナーの開催

助成制度

菜の花プロジェクトの実施

廃食用油回収拠点の拡充

調査・菜の花セミナーの開催

環境人財育成推進事業

こども環境学習事業

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）

環境学習施設ネットワーク

こどもエコクラブ全国フェスティバル

環境人財育成推進事業

こども環境学習事業

持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）

環境学習施設ネットワーク

こどもエコクラブ全国フェスティバル
H20年3月29日～30日開催

既存の枠組みの拡充を図る
・循環型社会形成市民活動支援
・環境教育等の推進
・地域環境整備

北九州市環境基本計画（平成19年10月策定）に沿った枠組
みで、取組の更なる推進を図る。

【地域から世界に広がる北九州市民環境力の強化】
・環境活動と地域コミュニティの活性化の好循環
・優れた環境人財の育成
・環境情報の共有と発信
・国際的な連携・協働の推進

環境修復施設の改良

環境修復施設の改良
終了
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 12,800 0

21

H19年5月

17,527 24,910 28,000 53,000

H19年5月

1,307 0 0 0

H20年12月

- - 3,000 0

- - - 3,000

北九州カーボンオフセット・エコポイント統
合システム推進事業

追加

環境

グリーン電力証書需要創出モデル事業

（旧　カーボンオフセット事業調査）

工程どおり

H21年12月

工程どおり

H21年12月

H21年12月

環境 ○

H21年12月

○

環境

H21年12月

環境に配慮した金融商品の普及・開発支
援事業

- 追加

住宅用太陽光発電システム設置費補助制度を新設します

環境 ○

環境モデル都市環境教育推進事業

地球温暖化対策推進助成事業

（旧　太陽光発電等への補助金交付事業）

環境

○

追加

H21当初事業（カーボンオ
フセット事業調査）で実施
予定（国補助活用）にして
いたが、H21年9月よりグ
リーン電力証書需要創出
モデル事業（事業費
11,000千円）で実施（国補
助活用）している。

環境教育副読本新規整備
市民向け教育本の作成
環境教育推進における調査･
検討

環境教育副読本新規整備
市民向け教育本の作成
環境教育推進における調査･
検討

太陽光発電システム等補助制度
・太陽光発電（上限２０万円、１００戸）
・太陽熱利用温水器（上限５万円、２０戸）
・屋上緑化等（上限１００万円）

太陽光発電
　　　システム等
　　　補助制度
・太陽光発電
　（上限２０万円、
　　　　　　　　　１００戸）
・太陽熱利用温水器
　（上限５万円、２０戸）
・屋上緑化等
　（上限１００万円）

太陽光発電
　　　システム等
　　　補助制度
　・太陽光発電
　（上限１２万円、
　　　　　　　　　２００戸）
　・太陽熱利用温水器
　（上限５万円、１０戸）
　・地中熱利用システム
　（上限１０万円、５戸）
　・屋上緑化等
　（上限１００万円）

環境に配慮した金融商品の普及・開発支援

制度創設・広報、金融機関への情報提供

環境政策懇談会の開催4回

制度創設・広報、金融機関への情報提供

システム構築のた
めの調査・検討

【住宅用】
・太陽光発電
　（7万円/件、
　　　720件程度）
　・太陽熱利用
　　　　　システム
　（上限5万円、
　　　　　　10戸）
　・地中熱利用
　　　　　システム
　（上限10万円、
　　　　　　　5戸）
【事業者用】
　・屋上緑化等
　（上限100万円）

事業設計調査

グリーン電力証書
化制度の構築 グリーン電力証

書の発行・販売
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

22

H19年5月

3,566 1,722 296 296

23

H19年5月

9,000 19,138 45,478 87,221

H19年12月

- 967 1,000 1,000

- - - 20,000

H19年12月

- 0 7,400 25,000

○

H21年12月

〇

H21年12月

北九州市環境首都総合交通戦略の推進

（旧　環境首都総合交通戦略の推進）

環境

H21年12月

追加
EV（電気自動車）活用環境向上のための
充電ネットワーク整備事業

環境

環境モデル都市アクションプラン推進事業

（旧　2050年北九州市低炭素都市ビジョン
策定事業）

環境 -

環境モデル都市の認定に
伴いＨ２０年度内にアクショ
ンプランを策定

追加

H21年12月

その他関連事業

建都

環境に配慮した公共交通計画を策定します

制度の早期創設、ＣＡＳＢ
ＥＥの普及に取り組むた
め、ＣＡＳＢＥＥ北九州の開
発時期を前倒し、H２０年
度10月から本格導入した。

ＣＡＳＢＥＥ北九州の構築

（旧　環境配慮型建築物整備促進事業）

環境

建都

工程どおり

追加

○

○

北九州市新基本構想との
調整を図るためスケジュー
ルを変更。

建築物総合環境評価制度（ＣＡＳＢＥＥ北九州）を導入します

ノーマイカー推進事業

H21年12月

 

ノーマイカー得々キャンペーン

ノーマイカー得々キャンペーン

キャンペーンの実施
･エコスタイルタウン
･起業祭

区役所への充電器設
置

長期的な地球温暖化対策戦
略「北九州市低炭素都市ビ
ジョン」策定

準備・調査

 市民、NPO,産業界、学術機関、
行政が一体となった取組み。

アクションプラン
策定等

広報ＰＲ活動

CASBEE全国版による
任意の届出制度の創設

環境確保条例等の制定についての検討

本市独自のシステム
（CASBEE北九州）構
築の検討

CASBEE北九州の本格導入

CASBEE全国版による
任意の届出制度の創設

本市独自のシステム
（CASBEE北九州）構
築の検討

環境確保条例等の制定についての検討

CASBEE北九州の本格導入

広報ＰＲ活動

（仮称）環境首都
総合交通戦略策
定委員会を設立
し、戦略を策定

策定した戦略に基づく施策の
実施と進行管理

環境首都総合交通戦
略策定委員会を設立
し、戦略を策定

策定した戦略に基づく施策の
検討・実施と進行管理
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

1,355 35,800 11,700 12,080

H19年12月

- 5,105 5,500 5,000

H19年12月

- 2,872 - -

H19年12月

- 454,650 494,650 487,650

H19年12月

- 3,272 3,500 2,000

H19年12月

- 175,000 10,000 10,000

○

○

◎

日明工場ダイオキシン対策関連事業

川代泊地環境対策事業

環境

H21年12月

光化学スモッグ発生原因の究明に関する
調査

環境

日本の環境首都コンテスト総合１位記念市
民力強化事業

港空

市民植樹・美しいまちづくり事業

次世代エネルギーパーク構想推進事業

H21年12月

H21年12月

○

H21年12月

工程どおり

工程どおり

追加

○

環境

H21年12月

 

追加

　平成20年度は、事業実
施段階で検討した結果、
シート敷設が不要であるこ
とが判明したため、シート
敷設を実施しなかった。
　平成21年度は、恒久対
策に向けて経済的な工法
等の検討をった。
　平成22年度は、汚染の
範囲・汚染土量を絞り込む
ための精密調査を行うも
の。

環境

工程どおり

追加

※事業名の愛称は｢わたし
記念日～記念樹プレゼン
ト｣。

工程どおり

追加

H21年12月

工程どおり

追加

環境 ○

恒久対策に
向けた概略工法
の検討

太陽光や風力などのエネルギー施設を集積させた次世代エ
ネルギーパーク構想を推進

計画・施設整備

次世代エネルギーパーク運営連絡会

(10月)国の認定
オープン

見学体制随時検討

市民植樹・美しいまちづくり推進事業（秋・春の
年2回配布）

市民植樹・美しいまちづくり推進事業（秋・春の
年2回配布）

「環境首都・北九州」の市民浸透・
都市ブランド化のためのＰＲ推進

「環境首都・北九州」の市民浸透・都市ブランド
化及び「環境モデル都市・北九州」の市民浸透
のためのＰＲ推進

 日明工場ボイラドラム水管取替　等

３号炉 １号炉２号炉設計・積算

 日明工場ボイラドラム水管取替　等

３号炉 １号炉２号炉設計・積算

国・県と連携した発生原因の調査・研究

国・県と連携した発生原因の調査・研究

覆砂

シート敷設シート敷設

覆砂 精密調査
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 100,000 3,500

H20年12月

- - 950 45,774

H20年12月

- - 6,000 8,400

H20年12月

- - 2,000 5,500

H20年12月

事業化に向け
た調査・研究 実現可能性の

高いモデル地
区でのＦＳ調査

事業化に向け
た調査・研究 実現可能性の

高いモデル地
区でのＦＳ調査

- - 3,000 3,000

H20年12月

- - 890 0

低炭素社会総合学習システム（Super
CAT）構築事業

（旧　低炭素社会総合学習システム（Super
CAT）中核整備事業）

循環型社会形成協力事業（エコタウン協
力）

環境 ○

H21年12月

H21年12月

北九州発！エコドラプロジェクト 環境

環境

追加

Ｈ２１年度予算について
は、緊急経済対策の実施
により、Ｈ２０年度２月補正
分を含む。

○

○

H21年12月

新北九州エコ・コンビナート推進事業（工場
廃熱有効活用）

H21年12月

追加

Ｈ２１年度予算について
は、緊急経済対策の実施
により、Ｈ２０年度２月補正
分を含む。

工程変更理由

センター創設の検討を予
定より早め、できるだけ早く
アジアの低炭素化に取り
組むため。

H21年12月

（仮称）アジア低炭素化センター創設事業

（旧　（仮称）アジア低炭素化センター構築
検討事業）

紫川エコリバー構想推進事業

（旧　（仮称）紫川エコリバー整備事業）

○

○

追加

追加
工程どおり

環境

○

H21年12月

追加

工程変更理由

大連市との協力が早期に
開始されたため。

追加

Ｈ２１年度予算について
は、緊急経済対策の実施
により、Ｈ２０年度２月補正
分を含む。

環境

環境

小倉都心部に太陽光発電
等の新エネルギーを導入
することで、低炭素社会の
姿を市民に示す。

小倉都心部に太陽光発電
等の新エネルギーを導入
することで、低炭素社会の
姿を市民に示す。

（仮称）アジア低炭素化センター
構築検討委員会開催

提言書 センター構築検
討

（仮称）アジア低炭素化センター
検討会開催

提言書 センター創設

大規模事業所（小倉地区）で
のデジタコを用いた燃費管
理システムの構築、試行

企業内のエコドライブ活動の
モデルを構築する

SuperCat構想の中核施設であ
る環境ミュージアムの展示更新

低炭素社会づくりに必要な知
識を学ぶことができる環境学
習システムの構築

中国・天津市との協力

新規都市
との協力

新規案件の発掘

中国・天津市との協力

中国・大連市との協力
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 2,000,000 2,000,000

H20年12月

- - 5,000 0

H20年12月

- - 1,000 749

H20年12月

- - 9,400 11,420

H20年12月

- - 800 15,200

H20年12月

- - 25,000 0

　H21市事業として25,000
千円で1箇所整備する予
定であったが、国の経済
危機対策に伴うH21補正
予算により、国直轄事業と
して船舶への陸上電力供
給の整備及び実証実験を
行うことが決定。
　国が主体となって市が所
有する新門司フェリー岸壁
４バースを対象に排出ガス
の削減効果や技術的課題
を検証することとなった。
　平成21年度に詳細設計
し、平成22年度に整備完
了予定。

H21年12月

建都

建設

H21年12月

○

H21年12月

○

H21年12月

港空 ○

追加
工程どおり

追加

工程どおり

工程どおり
追加

○

○

追加

工程どおり
○

H21年12月

H21年12月

陸上電力供給施設整備事業

市営住宅CO2削減対策事業

中小企業融資（環境・エネルギー対策資
金）

産経

下水汚泥の高度利用による省資源システ
ム構築（下水道建設事業）

建設

低炭素先進モデル街区形成推進事業 建都

下水・汚水処理事業に付随する温室効果
ガス削減への協力

追加
工程どおり

本市での汚泥処理の方向
性を検討

本市での汚泥処理の方向
性を検討

中国・昆明市、ベトナム・
ハイフォン市などへの協力

新規都市との
協力

新規案件の
発掘

中国・昆明市、ベトナム・
ハイフォン市などへの協力

新規都市との
協力

新規案件の
発掘

新融資制度実施（４月～）

新融資制度実施（４月～）

城野地区
低炭素先進
モデル街区
計画案の取りまとめ

城野地区整
備計画策定

城野地区
低炭素先進
モデル街区
計画案の取りまとめ

城野地区整
備計画策定

建替を行う市営住宅屋上
部分に、太陽光パネル設
置を実施

建替を行う市営住宅屋上
部分に、太陽光パネル設
置を実施

新門司フェリー岸壁を毎年
１バースずつ整備

詳細設計 整備 検証
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 4,362 5,000

H20年12月

- - 35,000 35,000

H20年12月

- - 45,000 0

H20年12月

- - 27,000 20,000

- - - 7,200

- - - 2,600

- - - 32,000

- - - 4,300

環境産業ネットワーク形成事業

環境モデル都市シンボル事業（北九州空
港低炭素化）

H21年12月

○

H21年12月 -

H21年12月 -

-

水道局省エネルギー対策（森下分岐バイ
パス管布設工事）

追加

H21年度は他に門司港レト
ロ地区、若松競艇場に1箇
所ずつ設置した。

H21年12月

工程どおり

追加

H21年12月

○

○

-

○

追加

追加

平成２３年度は、実施設計
及び施工

追加

水道

水道

水道

クールミスト事業

直結式給水の普及促進による省エネ対策
（アクアフレッシュ事業）

環境

水道施設への太陽光発電システムの導入

「八幡東田スマートコミュニティ構想」推進
事業

低炭素化社会「見える化」推進事業

環境

環境

環境 H21年12月

H21年12月

水道

追加

※検討に時間を要したた
め、スケジュールを変更

追加

H21年12月

追加

ミスト冷却装置
を小倉、黒崎地
区３箇所に設置

ミスト冷却装
置を小倉地
区2箇所に設
置

ミスト冷却装
置を市内数
箇所に設置

アクアフレッ
シュ事業実施

20校

アクアフレッ
シュ事業の継
続実施予定20校

アクアフレッ
シュ事業実施
２０校

アクアフレッ
シュ事業の継
続実施予定
20校

森下分岐にバイパス管を布設

森下分岐にバイパス管を布設

配水池等に太
陽光発電設
備を設置

配水池等に太
陽光発電設
備を設置

配水池等に太
陽光発電設
備を設置

スマートグリッド構築のための
事業着手、協議会開催

太陽光、LEDを複合
的に導入する民間事
業者への支援

・環境産業推
進について具
体的検討開始

エコタウン事業
等のCO2削減
効果算出

基本設計

・環境産業推
進会議の設置
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

- - - 5,800

- - - 88,020

- - - ※120,000

- - - 1,544,500

- - - 83,000

- - - ※10,000

- - - ※11,600

元気な地域経済をつくる

24

H19年5月

7,082 2,154 0 0

港空 H21年12月

内航フェリーモーダルシフト推進事業

先導的低炭素化技術拠点形成事業

教育

次世代自動車の市役所率先導入

産経

-H21年12月

追加

-

-

-

追加

追加

H22年度予算については、
H21年度2月補正分を含
む。

○

-

追加

H21はEV1台、燃料電池車
1台導入済。
H22はEV7台、pHV1台導
入予定。

港空

産経

追加

臨海部立地が必須である
グリーンエネルギー産業に
ターゲットを絞り、響灘地
区への企業集積を図るも
の。

H21年12月

工程どおり

H21年12月

H21年12月

低炭素型の街づくり事業 建設

環境・エネルギー技術革新企業集積特別
助成金

（27の再掲）

グリーンエネルギーポートひびき立地促進
事業

（27の再掲）

産業学術政策検討推進事業（北九州市産
業雇用戦略推進分）

（旧　北九州市産業雇用戦略策定事業）

 産経

「環境体験科」推進事業

（「教育予算の重点化」その他関連事業の
再掲）

H21年12月

産業雇用戦略本部を新設します

H21年12月

環境

追加

H21年12月 - 追加

-

環境モデル都市を国内外に強力に
アピールするため、ハード面を中心に
シンボリックな低炭素型の街づくりを
実施

測量設計
施設整備

研究推進戦略会議の設置
・重点研究開発分野、テーマ等の設定
・重点研究開発プロジェクトの技術課題抽出、
 実行計画策定、計画推進
・地域企業の保有技術と大学シーズの
 マッチング　等

新制度実施
（４月～）

戦略の進行管理、助言、評価

戦略の進行管理、助言、評価(7月)
戦略本部設置
戦略策定
(3月)
パブリックコメント
戦略決定

(7月頃)
戦略本部設置
(12月頃)
戦略案作成、
パブリックコメント
(3月頃)
戦略決定

モーダルシフト補助

グリーンエネルギー
産業立地に向けた
企業訪問、シンポジウム
展示会の開催

H25年度までに公用車に次
世代自動車（EV、pHV）を50
台導入

全ての小学校の第４学年で
「環境体験科」を実施
・環境教育プログラムの作成

環境に配慮した（仮称）グリーンエコハ
ウス整備事業【勝山公園】
黒崎地区中心市街地活性化広場公園
整備事業【黒崎中央公園、蛎原公園】

水上ステージ太陽光発電
パネル設置（2箇所）

ほたる館エコ改修

日明浄化センターに
太陽光発電の導入等
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

※91,938 ※90,785 ※88,085 ※82,159

H19年5月

※165,600 ※117,000 ※300,000 ※300,000

H19年12月

- ※4,540 ※8,425 ※7,414

H20年12月

設計・工事

　　　 開設
　　（８月～）

設計・工事

　　　 開設
　　（７月～）

- - ※40,000 ※32,938

25

H19年5月

11,393 8,567 9,024 12,980

ビジネスチャンス拡大支援事業

H21年12月

H21年12月

H21年12月

 
開業支援資金融資

（25の再掲）

集まれ若者！キタキュー就職促進事業

（13の再掲）

若年者就業促進事業

（仮称）西部地区就業支援センター運営事
業

（13の再掲）

工程どおり

H22年度より「中小企業支
援センター経営支援事業」
を統合

○

追加
工程どおり

Ｈ２１年度予算については、
緊急経済対策の実施により、
Ｈ２０年度２月補正分を含む。

H22年度予算については、若
年者就業促進事業（若者
ワークプラザ北九州の利用時
間延長、日曜日開館）のう
ち、若者ワークプラザ北九
州・黒崎に関する予算を含
む。

○

工程どおり

H19年10月施設拡張

Ｈ２１年度予算について
は、緊急経済対策の実施
により、Ｈ２０年度２月補正
分を含む。

H22年度予算については、
若年者就業促進事業（若
者ワークプラザ北九州の
利用時間延長、日曜日開
館）のうち、若者ワークプラ
ザ北九州に関する予算を
含む。

工程どおり

工程どおり

他都市の状況等を十分に
確認する必要があるため、
スケジュールを変更。

産経 

若年者就業促進事業

（旧　若者ワークプラザ北九州運営事業）

(13の再掲）

H21年12月

中小企業の新事業分野開拓を支援する制度を新設します

○産経

○

○

産経

産経

産経

H21年12月

施設の拡張

就業に関する相談、助言
各種就業関連情報の提供
就職支援講座の実施
無料職業紹介事業の実施（市独自の求人開拓）
中卒者のための進路相談室の開催

施設の拡張 利用時間の延長、日曜日開館

就業に関する相談、助言
各種就業関連情報の提供
就職支援講座の実施
無料職業紹介事業の実施（市独自の求人開拓）
（仮称）中学卒ニート相談会の開催

施設の拡張

・地元就職応援フェアの開催
・企業見学バスツアーの開催
・ホームページ開設・企業情報提供

・企業見学バスツアーの開催（4月～）

・ホームページ開設・企業情報提
供（11月～）

・地元就職応援フェアの開催
（1月）※22年度は開催月未定

中小企業の販路開拓、営業拡大を支援

中小企業の販路開拓、営業拡大を支援

再チャレンジを支援する制度の検討
（開業支援資金の見直しなど）

制度実施

制度実施

制度改正（100％保証枠を設立　１０月～）
引き続き再チャレンジを支援する制度を検討
（開業支援資金の見直しなど）

制度改正（４月～）
女性・若年者の申込要件を緩和

巡回専門相談員配置

マネージャーの活用
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

2,016,300 2,096,800 5,400,000 1,840,000

H19年12月

- 0 1,000,000 1,000,000

H19年12月

- 5,000 400,000 80,000

H20年12月

- - ※2,000,000 ※2,000,000

H19年5月

165,600 117,000 300,000 300,000

H19年5月

3,653 9,475 8,250 7,750

H19年5月

6,205 7,366 4,600 -

工程どおり

追加

工程どおり

追加

中小企業融資（流動資産等活用資金融
資）

中小企業融資（新事業開拓支援資金融資
『建設業特別対策枠』）

H21年12月

H21年12月

H21年12月

H21年12月

H21年12月

工程どおり

マッチング支援について
は、平成21年度より中小企
業支援センターのマネー
ジャーを活用し、きめ細か
な支援を行う。

H22年度よりビジネスチャ
ンス拡大支援事業へ移管

○

○

○ 工程どおり

工程どおり

追加

工程どおり

他都市の状況等を十分に
確認する必要があるため、
スケジュールを変更。

中小企業融資（小規模企業者支援資金融
資）

産経 ○ 工程どおり

H21年12月

産経

産経

産経

○

○

○

H21年12月

産経

産経

産経

 開業支援資金融資

中小企業融資（環境・エネルギー対策資
金）

（「環境首都の実現へ」その他関連事業の
再掲）

 
中小企業支援センター経営支援事業(拡充
分）

 

ベンチャー総合支援事業

（旧　北九州ベンチャーイノベーションクラ
ブ運営事業）
（旧　創業・ベンチャートータル支援事業）

新融資制度検討・設計

新融資制度実施（１０月～）

新融資制度検討・設計

新融資制度実施（１０月～）

新融資制度実施（４月～）

新融資制度実施（４月～）

新融資制度実施（４月～）

新融資制度実施（４月～）

新融資制度実施（４月～）

新融資制度実施（４月～）

再チャレンジを支援する制度の検討
（開業支援資金の見直しなど）

制度実施

制度実施

制度改正（100％保証枠を設立　１０月～）
引き続き再チャレンジを支援する制度を検討
（開業支援資金の見直しなど）

制度改正（４月～）
女性・若年者の申込要件を緩和

ビジネスプランコンテスト（発表会３月頃）ビジネスプランコンテスト（発表会３月頃）

ビジネスプラン発表会(7月、2月実施）

ビジネスプランコンテスト（発表会３月頃）

ビジネスプラン発表会(7月、2月実施）

外部のマッチング機関の活用（10月～）

巡回専門相談員配置（7月～）

巡回専門相談員配置（7月～）

外部のマッチング機関
の活用（10月～H21年３月）

マネージャー
の活用
（H21年４月～）

ビジネスチャ
ンス拡大支
援事業へ移
管
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

0 3,258 6,055 5,301

H19年5月

0 0 0 0

H19年12月

- 548 1,730 2,144

制度設計
事業実施（7月
～）

- - - 1,800

大都市圏商談
会、展示会共
同出展支援

- - - 10,000

26

H19年5月

3,938 7,536 8,314 3,834

H19年5月

11,066 6,742 8,954 7,660

H19年5月

3,426 8,339 30,280 7,250

引き続き調査、検討の必
要があるため、スケジュー
ルを変更。

追加

工程どおり

工程どおり

Ｈ２１年度予算について
は、緊急経済対策の実施
による。Ｈ２０年度２月補正
分を繰越した額を含む。

工程どおり

契約規則改正
（H19年12月26日施行）

追加

制度設計のための検討に
時間を要したため、スケ
ジュールを変更。

まちづくりと連携した商店街振興策を充実します

H21年12月

-

 

北九州発！新商品創出事業

（旧　（仮称）新事業分野開拓事業者認定
事業）

契約

産経
○

H21年12月

○

○

H21年12月

H21年12月 -

○

○

H21年12月 追加

H21年12月

工程どおり

オンリーワン企業創出事業 産経

産経

がんばる！中小企業 元気発進応援プロ
ジェクト

産経

ＣＬＯ等地域型債権市場を活用する新金
融システムの検討

○

 商店街活性化総合支援事業 産経

H21年12月

産経 商店街賑わいづくり支援事業

H21年12月

 産経空き店舗賃借料補助事業

ビズマッチ推進事業 産経

制度実施（4月～）契約規則改正
制度設計

契約規則改正
制度設計

制度実施（4月～）

新金融システ
ムの調査・検討

新金融システムの調査・検討

特色ある製品や独自の技術を有し、オンリーワ
ンとなりうる企業を選定し、積極的に支援する

制度設計、事業実施（２月～）

専門家・講師の派遣等による総合的な支援

専門家・講師の派遣等による総合的な支援

商店街の空き店舗の有効活用にあたり、賃借料の一部を助成

商店街の空き店舗の有効活用にあたり、賃借料の一部を助成

イベント事業等に対し、経費の一部を補助

イベント事業等に対し、経費の一部を補助
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

3,047 1,455 3,100 6,400

H19年5月

1,686 824 2,585 2,275

H19年5月

31,192 25,365 54,000 45,995

H19年5月

※72,100 ※0 ※10,300 ※10,300

H19年5月

※553,424 ※298,158 ※387,600 ※367,627

工程どおり

工程どおり

平成20年７月、基本計画
の内閣総理大臣認定。

工程どおり

H１９年度分は事業完了。
H２０年度以降は新規地区
は未定。

工程どおり

○

H21年12月

H21年12月

H21年12月

○

○ 工程どおり

○

○

産経

H21年12月

 産経

 
黒崎地区商業ベンチャー育成事業

(旧　商業ベンチャー育成モデル事業)

 

商店街人材育成事業

 
優良賃貸住宅供給支援事業

(３２の再掲）

H21年12月

中心市街地活性化基本計画の推進

（旧　タウンマネージメント推進事業）
（旧　中心市街地活性化推進業務）

産経

建都

 

建都

優良建築物等整備事業

(３２の再掲）
建都

黒崎地区で新たに商業活動
を始める人を支援するモデル
事業を行う

黒崎地区で新たに商業活動
を始める人を支援するモデル
事業を行う

黒崎地区で新たに商業活動
を始める人を支援する事業を
行う

若手経営者や「おかみさん」など商業活性化に資する人材の
育成を図る

若手経営者や「おかみさん」など商業活性化に資する人材の
育成を図る

商業関係データ収集・分析
周辺環境調査、ワークショップ

商業関係データ収集・分析
周辺環境調査、ワークショップ

中心市街地活性化に資する各種事業を行う小倉都心地区
における事業実
施(共通駐車券
事業、テナント
ミックス事業、こ
くらハローズ事
業等）

小倉都心地区
における事業
実施(共通駐車
券事業、テナン
トミックス事業、
こくらハローズ
事業等）

中心市街地活性化基本計画に基づく事業の
推進、フォローアップ

新・中心市街地活性化基本計画の策定

計画に基づく事業の推進、フォローアップ新・中心市街
地活性化基本
計画の策定

馬借一丁目１
番地区完了
（11月）
 147戸

新規地区（未定）

馬借一丁目１
番地区完了
（11月）
 147戸

新規地区（未定）

認定（募集）
戸数２７５戸

認定（募集） 認定（募集） 認定（募集）

認定（募集）
戸数１３１戸

認定（募集）
戸数１２６戸

認定（募集）
戸数１５０戸

認定（募集）
戸数１５０戸
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

※3,615 ※3,880 ※2,000 ※0

H19年5月

798 788 744 800

H19年5月

8,259 1,420 11,300 8,100

H19年5月

2,185 1,309 2,330 1,250

H19年5月

（１２月）
若松イルミネー
ション
フェスタ
（１月）
十日恵比須
若松商店街
元気祭り

（６月）
若戸渡船
クルージング

（１２月～1月）
若松イルミネー
ション
フェスタ

若松南海岸通
りイルミネー
ション

※640 ※100 ※1,000 -

工程どおり

北九州市新基本構想との
調整を図るためスケジュー
ルを変更。

 

H21年12月

工程どおり

若松

H21年12月

都心部活性化支援事業

小倉北

○

門司

H21年12月

○

H21年12月

工程どおり
　
平成２１年度までで事業終
了

(平成２０年度のイルミネー
ションフェスタ・十日恵比須
は、緊急経済対策費等で
実施)

○

○

工程どおり

H21年12月

小倉北

○

「歩いて暮らせるまちづくりアクションプラ
ン」の策定

(３２の再掲）

 各商店の魅力アップに向けた勉強会開催

”食”のブランド化推進事業
（ロールケーキ、関門海峡たこ）

 

建都

イベントタイアップ事業 

 

小倉大道芸フェスティバル
城下町小倉商店街お宝めぐり
小倉食市食座
堺町公園イベント
ウェルカム小倉事業
KITA-Q　MUSICオーディション

小倉大道芸フェスティバル
小倉食市食座
ﾐｭｰｼﾞｯｸﾌｧｳﾝﾃﾝ at 堺町公園(旧　堺町公園イベント)
ウェルカム小倉事業
北九州市長杯ストリートバトル
（旧北九州市長杯ストリートダンスバトル・KITA-Q　ストリート
ミュージックバトル）

城下町小倉商店街
お宝めぐり

シュガーロードサミットの開催
６月６日はロールケーキの日PRキャンペーンの開催など

「関門海峡たこフェア」の開催
食に関するイベントでのPRなど

ロールケーキ秋のイベント　(旧　シュガーロードサミットの開催)
６月６日はロールケーキの日PRキャンペーンの開催など

「関門海峡たこフェア」の開催
食に関するイベントでのPRなど

商店主等約２０名を対象に、連続５～６回の講座を実施

商業振興を
通じたまち
づくりに取り
組む市民・
学生・商店
主等１８名
を対象に連
続７回の勉
強会を実
施。

平成１９年度
参加者１６名
６回実施

平成２０年度
参加者１２名
６回実施

商業振興を
通じたまち
づくりに取り
組む市民・
学生・商店
主等約２０
名を対象に
連続１０回
程度の勉強
会を実施。

（６月）
あじさい祭り
（１２月）
えびす祭り

アクションプラ
ン策定(中間と
りまとめ）

アクションプラ
ン策定(最終と
りまとめ）

各種施策の実施、フォローアップ

アクションプラ
ン策定(中間と
りまとめ）

アクションプラ
ン策定(最終と
りまとめ）

都市計画マスタープランの
全体構想の見直しに反映

38 / 56 ページ



Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

5,326 5,057 3,850 4,525

H20年12月

- - 8,000 2,800

- - - 26,354

27

H19年5月

23,717 32,221 26,765 20,980

H19年5月

163,013 201,618 171,000 176,000

H19年5月

2,502,225 3,367,199 3,000,000 3,450,000

追加

工程どおり

工程どおり

追加

工程どおり

H21年12月

○

H21年12月 -

H21年12月

○

産経

工程どおり産経

H21年12月

○

工程どおり

○

産経

大型企業誘致へ大胆な誘致策を実施します

産経

副都心黒崎の魅力創出事業

○

 企業立地促進事業

黒崎商店街活性化イベントスペースの運営
（拡充分）

八幡西 

黒崎地区中心市街地賑わい再生事業

 企業立地促進補助金 産経

国際物流特区企業集積特別助成金 

H21年12月

H21年12月

制度のあり方検討

　現制度

制度のあり方検討

　現制度

インフィオラータin黒崎宿
筑前黒崎宿場まつり
灯りによる魅力創出（ロマンティックイルミネーション）
黒崎宿場町歴史探訪講座　ほか

インフィオラータin黒崎宿→H20から「黒崎・花・まち・フェス
タ」
筑前黒崎宿場まつり
灯りによる魅力創出（くろさき光のマジカルランド）
黒崎宿場町歴史探訪講座　ほか

空き店舗を活用し、若手起
業家の育成拠点としてのチャ
レンジショップを整備・運営
する。

空き店舗を活用し、若手起
業家の育成拠点としてのチャ
レンジショップを整備・運営
する。

空き店舗を活用したイベント
スペースを整備し、全国各地
の物産展開催や名産品の販
売、多様な地域活性化イベ
ントを実施する。

スタッフを充
実し、運営
基盤を強化
する。

自動車、情報家電関連等を中心に誘致活動を強化

自動車、情報家電関連等を中心に誘致活動を強化

制度のあり方検討

　現制度
検討結果に基づく事業の推進

制度のあり方検討

　現制度
検討結果に基づく事業の推進

検討結果に基づく事業の推進

検討結果に基づく事業の推進
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

4,491,148 4,311,027 5,638,000 4,686,000

H19年5月

9,171 6,420 7,398 7,657

H19年5月

80,121 83,855 126,000 39,450

H19年5月

21,244 44,908 40,324 35,377

H19年5月

0 0 0 0

H19年12月

- 1,550,000 1,488,000 600,000

- - - 120,000

工程どおり

北九州空港移転跡地の一
部を産業団地として整備。

-

北九州空港跡地産業団地整備事業

工程どおり

H21年12月

環境・エネルギー技術革新企業集積特別
助成金

○ 工程どおり

H21年12月

H21年12月

 

○

追加

産経 ○

H21年12月

H21年12月

H21年12月

○

工程どおり

 企業立地促進資金融資 産経

 中京・関西圏企業誘致推進事業

 （仮称）大型企業立地促進事業

知的クラスター（第Ⅱ期）推進事業

カーエレクトロニクス拠点化整備推進事業

産経 

産経

工程どおり

さらに、名古屋・大阪地区
を強化するために大阪事
務所を設置した。

○

産経

H21年12月

○

産経

産経

制度のあり方検討

　現制度

制度のあり方検討

　現制度

新制度実施
（４月～）

検討結果に基づく事業の推進

検討結果に基づく事業の推進

名古屋市に職員の常駐開始
名古屋・大阪地区を中心に企業誘致活動

名古屋市に職員の常駐開始
名古屋・大阪地区を中心に企業誘致活動

大阪市に職員の常駐開始
大阪・名古屋地区を中心に企業誘致活動

人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発 人材育成事業
実施

ｶｰ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ設置(７月)

各種施策実施

実施結果を
踏まえ対応

産学共同研究の推進

人材育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開発人材育成事業実施

各種施策実施 実施結果を
踏まえ対応

産学共同研究の推進

ｶｰ･ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｾﾝﾀｰ設置(７月)

実施結果を
踏まえ対応

実施結果を
踏まえ対応

実施結果を
踏まえ対応

実施結果を
踏まえ対応

採択地域決定
（６月下旬）

事業開始（７月～）

事業実施

新制度案検討
産業雇用戦略本部諮問
新制度の導入

新制度案検討
産業雇用戦略
本部諮問

新制度の導入

企業立地促進法に基づく一定の土地・建
物に対する固定資産税の減額制度を新
設

整備工事

整備工事
誘致企業へ分譲
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

- - - 10,000

28

H19年5月

・懇話会開催
(10月、3月）
・部会開催
（1月）
・シンポジウム
開催（2月）

・懇話会、部会
開催
・施策に対する
意見提出

1,299 2,042 - -

H19年5月

1,800 1,231 1,489 700

H19年5月

20,175 0 108,100 7,200

H19年12月

- 250,265 150,000 265,000

◎

工程どおり

H19年10月設置

H21年3月
「北九州市の農林水産業
振興施策に対する意見」
提出

追加

臨海部立地が必須である
グリーンエネルギー産業に
ターゲットを絞り、響灘地
区への企業集積を図るも
の。

工程どおり

小倉駅南口東地区市街地再開発事業

「農にふれあう場」調査検討事業

「農林水産業を考える懇話会」を設置します

建都

港空

H21年12月

その他関連事業

 

建設 ○

-H21年12月

「明日の農林水産業を考える懇話会」の設
置

（旧　「（仮称）農林水産業を考える懇話会」
の設置）

グリーンエネルギーポートひびき立地促進
事業

空港移転跡地周辺道路整備事業

 

H21年12月

産経

産経

H21年12月

H21年12月

工程どおり

追加

H１９年１０月の都市計画決
定を踏まえ、事業計画及
び行程の具体案を検討
中。
工事竣工はH２５年度末予
定。
組合設立に向けた事業計
画の精査、地権者の合意
形成に時間を要しているた
めスケジュールを変更。

○

○

空港移転跡地周辺の道路整備

空港移転跡地周辺の道路整備

・意見集約
・シンポジウム
開催

・先進地調査

懇話会の設置及び開催

整備のあり方を検討 検討結果に基づき対応

候補地の絞込み
及び概要の検討

　　整備のあり方を検討
（先進事例調査、作業班会
議等の開催）

小倉駅南口に多様な機能を備えた再開発ビルと都市計画
道路を一体的に整備

準備組合活動

事業計画認可
組合設立認可
事業着手

グリーンエネルギー
産業立地に向けた
企業訪問、シンポジウム
展示会の開催
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年12月

- 10,456 7,500 5,000

H20年12月

- - 3,000 0

H20年12月

- - 224,800 226,000

H20年12月

- - 140,000 278,000

H20年12月

- - 10,000 9,000

H20年12月

- - 2,500 5,000

H21年12月

工程どおり

H21.10、専門家委員会の
提言で、八幡製鐵所の旧
本事務所など４資産が構
成資産としての評価を受け
た。

世界遺産登録推進経費

黒崎地区中心市街地まちづくり応援事業

H21年12月

H21年12月

H21年12月

教育

H21年12月

H21年12月

伐採竹利活用新連携事業

建都

産経

建都

建都

小倉駅北口西地区の交通アクセス環境整
備事業

中心市街地暮らし・にぎわい再生事業

ブランド創造・シティプロモーション事業 企文

○

追加

(黒崎駅西地区)
閉鎖部分を所有する民間
事業者の再生計画見直し
により、スケジュールを変
更。
(船場町3番地区)
H22年度に、対象地区とし
て追加
(浅野三丁目1番地区)
H22年度に、対象地区とし
て追加

追加

北九州ブランド構築後に、
時宜にかなったシティプロ
モーションに関する方針を
明確にすることとしたため、
スケジュールを変更

○

〇

○

追加

Ｈ２１年度予算について
は、緊急経済対策の実施
により、Ｈ２０年度２月補正
分を含む。

○

追加

工程どおり

追加

○

船場町3番地区

黒崎駅西地区(コムシティ)

実態調査および先進事例の訪問調査
懇話会の開催

実態調査
検討会の開催

実証実験
事業化検討

地区内道路の整備

ペデストリアンデッキの整備

地区内道路の整備

地区内道路の整備

ペデストリアンデッキの整備

地区内道路の整備

黒崎駅西地区
(コムシティ)
４月工事着工
秋頃　竣工
　　　　リニューアルオープン

浅野三丁目1番地区

まちづくり専門家の設置

まちづくり専門家の設置

・世界遺産登録推進協議会の設
立(６県・１１市）
・国際シンポジウム、専門家委員
会の開催
・推薦書作成、文化財指定など

・国際シンポジウム(H21.10)開
催、専門家委員会の開催
・専門家委員会の提言（H21.10）
・推薦書作成、文化財指定など

・ブランド戦略委員会の設置
・都市ブランド構築
・シティプロモート総合計画
策定
・本市出身の経済人・文化人
ネットワークづくり

検討結果に基
づき対応

本市にゆかりのある経済人・文化人のネット
ワークづくり

戦略的かつ効果的なシティ
プロモーションの実施

・ブランド戦略会議開催
・北九州ブランドの構築

時宜にかなったシティプロモーショ
ンに関する方針の明確化と推進

北九州ブランドの浸透、官民協働でシティ
プロモーションを進めていく下地づくり

民間事業者との協議
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

- - - 1,500

- - - 20,000

- - - 10,000

- - - ※4,300

- - - ※88,020

- - - 9,500

- - - 5,000

- - - 2,900

- - - 2,480

- - - 5,000

- - - 40,000

- 追加H21年12月

追加

環境

H21年12月

企文

教育

産経

中心市街地都市型ビジネス振興事業 産経

緊急経済対策によるコンベンション開催助
成金拡充事業

産経

高野地区ほ場整備事業

産経

ソーシャルビジネス振興事業 -産経 H21年12月

火野葦平没後50年記念事業 H21年12月

-

追加

追加

追加

-

環境産業ネットワーク形成事業

（「環境首都の実現へ」その他関連事業の
再掲）

H21年12月産経 -

H21年12月

H21年12月

-

追加

追加

追加

H21年12月

追加

-

-

-

H21年12月

H21年12月

先導的低炭素化技術拠点形成事業

（「環境首都の実現へ」その他関連事業の
再掲）

産経

水産環境・生態系保全事業

北九州の「食」魅力発信事業

追加-

（仮称）日中韓東アジア文学フォーラムin北
九州事業

企文

企文近代化遺産を活かしたまちづくり推進事業

H21年12月 - 追加

・環境産業推
進について具
体的検討開始

エコタウン事業
等のCO2削減
効果算出

研究推進戦略会議の設置
・重点研究開発分野、テーマ等の設定
・重点研究開発プロジェクトの技術課題抽出、
 実行計画策定、計画推進
・地域企業の保有技術と大学シーズの
 マッチング　等

・家守講座
・賃料補助等の起業
家支援
・オフィスビル連絡会

セミナー開催
検討会・協議
会設置

地形図作成

事業を開始
・計画作成
・モニタリング
・保全活動

地元いちばんPR隊事業
市内産食材シール添付事業
イベント開催、大都市PRイベント
パンフ・チラシ作成、マスコミ活用

コンベンション開催助成
金制度の拡充事業実施

世界遺産の候補資産を活かし
たまちづくりの検討

広報活動・イベントの実施等

実施

・実行委員会により、記念事
業を実施
・火野葦兵資料館の補修

・環境産業推
進会議の設置
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

- - - 6,000

- - - 4,000

- - - 20,000

- - - 8,000

- - - 10,000

- - - 2,000

ハートフルなまちづくり

29

H19年5月

16,314 15,301 22,232 18,836

H19年5月

94,439 94,757 95,643 95,462

H21年12月

H21年12月

建都

産経

 防犯灯設置補助事業（自治会補助）

建都

防犯灯の設置維持補助金を増額します

工程どおり

平成２２年度も補助率
２／３を継続

総市

H21年12月

提案型まちづくりサポーター支援事業

建都

アジアクルーズ・日韓フェリー航路誘致事
業

-

港空

和布刈周辺地区にぎわいづくり推進事業

産経 追加

H21年12月

 防犯灯維持管理補助事業（自治会補助）

九州新幹線全線開通に伴う観光客誘致促
進事業

小倉都心プロモーション事業

黒崎地区ひとづくり・まちづくり総合支援事
業

○総市

H21年12月

H21年12月 -

-

-

○

追加

工程どおり

平成２２年度も1,800円補
助を継続

追加

アジアからのクルーズ客船
が急増する中、九州にお
ける寄港地から取り残され
ないため誘致活動を行
い、寄港につなげる。ま
た、休止中の韓国とのフェ
リー航路について、再開に
むけ韓国政府等と連携し
確実な運航につなげる。

追加

追加

- 追加H21年12月

-H21年12月

特別切符販売開始予定（10月～）

設置・建替補助の充実
　　補助率「１/２→２/３」
　　補助上限額
　　独立灯 ２５，５００円⇒３２，０００円
　　添架灯 　８，５００円⇒１３，０００円

整備状況を
踏まえた事
業見直しの
検討

設置・建替補助の充実
　　補助率「１/２→２/３」
　　補助上限額
　　独立灯 ２５，５００円⇒３２，０００円
　　添架灯 　８，５００円⇒１３，０００円

防犯灯を維持管理する自治会等に対し、一
灯あたり年額１，８００円を補助

整備状況を
踏まえた事
業見直しの
検討

防犯灯を維持管理する自治会等に対し、一
灯あたり年額１，８００円を補助

特別切符作成協議（4月～）

新幹線沿線での、観光ＰＲ及
びプロモーション（通年）

関門海峡めかり駅隣接地の取
得および補修。
物産市等の社会実験の実施。
活用策の検討

エリアマネージャー、エリアスタッフの設置
既存ストックの活用調査等

プロモーション
（情報発信等）

人材育成支援
魅力づくり推進

クルーズ客船：
上海コンベンション
参加、船社、代理店
へのＰＲ

日韓フェリー：
韓国政府との協議、
事業者へのヒアリン
グ・協議
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

12,346 14,703 13,593 13,202

H19年5月

57,443 54,582 62,403 57,236

H19年5月

149,370 38,690 - -

H19年5月

11,630 26,881 12,000 11,000

H19年5月

24,995 74,992 57,000 61,000

 防犯灯等設置事業

防犯灯等維持管理事業

 照明ポール緊急リフレッシュ事業

 街路灯の整備

 道路照明灯の整備 建設

工程どおり

工程どおり

建設

◎

H21年12月

○

H21年12月

○

総市

○

○

H21年12月

H21年12月

総市

工程どおり

建設
終了
　
H19から繰越　38,690

H21年12月

工程どおり

自治会等が設置困難な場所に市が防犯灯
等を設置

整備状況を
踏まえた事
業見直しの
検討

自治会等が設置困難な場所に市が防犯灯等
を設置

市が設置した防犯灯等の維持管理

市が設置した防犯灯等の維持管理

老朽化した照明灯の取替

老朽化した照明灯の取替

街路灯・生活街路灯の整備

街路灯・生活街路灯の整備

道路照明灯の整備

道路照明灯の整備
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

30

H19年5月

58,951 125,191 95,825 85,901

31

H19年5月

8,000 13,125 80,000 264,000

H19年12月

- 90,568 120,000 110,000

○

親子ふれあい公園づくり事業

（旧子どもと母のふれあい公園づくり事業）

 

市民センター整備事業（市民サブセンター
構想関係）

総市

H21年12月

建設

「地域に役立つ公園づくり」の推進

（旧　「ハートフル公園計画」の推進）
（旧　「ハートフル公園計画」の策定）

建設

追加

工程どおり

H21年12月

○

 

工程どおり

工程どおり

地域との協議により一部ス
ケジュールを変更

市民サブセンター構想を策定します

身近で広く使いやすい「ハートフル公園計画」を策定します

○

H21年12月

【分館整備】

１館（小規模等
整備：柄杓田
小学校区）
１館（統合校区
整備：旧天神
小学校区）

順次整備

検討

【サブセンター構想】

検討結果に基づき対応

【市民サブセンター整備】

１館（小規模
校区整備：柄
杓田校区）
１館（統合校
区整備：旧天
神校区）

市民サブセンター構想に基づき順次整備

【市民サブセンター構想】

平成20年3月
市民サブセ
ンター構想
策定

東郷市民セン
ター柄杓田市
民サブセン
ター及び尾倉
市民センター
天神市民サブ
センターを整
備

（仮称）老松
市民センター
古城市民サブ
センターを整
備

(仮称）老松市民
センター古城市
民サブセンター、
（仮称）小倉中央
市民センター藍
島市民サブセン
ター及び（仮称）
松ヶ江北市民セ
ンター伊川市民
サブセンターを整
備

各区の中心となる近隣公園等に、地域を越え
た親子のふれあい、親同士の情報交換の場
所として、「子どもと母のふれあい公園」を整備

各区の中心となる近隣公園等に、地域を越え
た親子のふれあい、親同士の情報交換の場
所として、親子がふれあえる公園を整備
三萩野公園
志井公園
永犬丸中央公園

紫川河畔公園
高炉台公園
永犬丸中央公園

老松公園
中央公園
洞北緑地

基礎調査及びハート
フル公園計画策定
モデル地区の選定

ハートフル公園計画に沿った身近な
街区公園の整備

基礎調査及びハート
フル公園計画策定
モデル地区の選定
（公園利用実態調査、
校区内の公共施設等
の配置状況調査の実
施)

市内8校区における本格
実施（計画策定、実施設
計、一部公園整備）

 モデル４校区（田原、大谷、松ヶ江南、
香月）でのワークショップの実施
地域に役立つ公園づくり公園計画に
沿った身近な街区公園の整備
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

32

H19年5月

72,100 0 10,300 10,300

H19年5月

553,424 298,158 387,600 367,627

H19年5月

120,300 676,120 383,990 574,100

H19年5月

3,615 3,880 2,000 0

H19年5月

7,660 4,991 15,790 10,890

 

H21年12月

西小倉駅前第一地区市街地再開発事業

まちなかで快適に居住できる住宅整備を促進します

工事工程を見直したため、
スケジュールを変更。

組合解散は、H２３年度予
定。

建都 ○
北九州市新基本構想との
調整を図るためスケジュー
ルを変更。

工程どおり

H１９年度分は事業完了。
H２０年度以降は新規地区
は未定。

H21年12月

北九州市新基本構想との
調整を図るためスケジュー
ルを変更。

工程どおり

○

○

○

建都

建都

H21年12月

H21年12月

H21年12月

○優良建築物等整備事業

 優良賃貸住宅供給支援事業 建都

 建都

 
「歩いて暮らせるまちづくりアクションプラ
ン」の策定

 住生活基本計画の推進

馬借一丁目
１番地区完了
（11月）
147戸

新規地区（未定）

馬借一丁目
１番地区完了
（11月）
147戸

新規地区（未定）

認定（募集）
戸数２７５戸

認定（募集） 認定（募集） 認定（募集）

認定（募集）
戸数１３１戸

認定（募集）
戸数１２６戸

認定（募集）
戸数１５０戸

認定（募集）
戸数１５０戸

準備組合
活動

事業計画認可
組合設立認可
事業着手

権利変換認可

工事着工

竣工

組合
解散

準備組合活動
事業計画認可
組合設立認可
事業着手

権利変換認可

工事着工

竣工

アクションプラ
ン策定(中間
とりまとめ）

アクション
プラン策
定(最終と
りまとめ）

各種施策の実施、フォローアップ

アクションプラ
ン策定(中間と
りまとめ）

アクション
プラン策
定(最終と
りまとめ）

都市計画マスタープランの
全体構想の見直しに反映

住宅に関する統計データの集計・分析（住宅政策基礎調査）

委員会設置・
住生活基本計
画の策定

住宅に関する統計データの集計・分析（住宅政策基礎調査）

委員会設置
住生活基本計画の策定

計画推進のための調査
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

810 16,696 107,000 138,500

H19年5月

96,180 111,804 176,552 151,460

H19年5月

302,900 239,710 0 0

H19年5月

42,869 42,869 42,869 42,869

H19年5月

0 0 0 0

H20年12月

- - 40,000 93,600

建都

H21年12月

H21年12月

○

工程どおり

工程どおり

募集はH21年度まで

H22年度以降もH21年度
以前の居住者への利子補
給のため予算を計上

○

H21年12月

○

工程どおり

○

○

H21年度は、H21.3月末の
設置状況をふまえ、未設
置住戸について対応中

工程どおり

H21年12月

建都

北九州市住宅ローン金利優遇制度

（旧　ハートフル住宅金利優遇制度）

市営住宅ふれあい巡回事業 建都

H21年12月

市営住宅における住宅用火災警報器設置
事業

 北九州市住まい支援事業

建都

市営住宅の親子近居募集の実施 建都

中心市街地共同住宅供給事業 建都 ○

H21年12月

追加

工程どおり

市外からの転入世帯に重点化（H20年6,8,10,12,2月　5回募集）
住宅メーカーと連携した住宅情報等の提供

７月以降に募
集受付開始

応募状況に応じて継続実施

応募状況に応じて継続実施８月から募集
受付開始

市外転入世帯に重点化（Ｈ１９年８月　第１回募集）
住宅メーカーと連携した住宅情報等の提供

認定(募集)
戸数１０４戸

認定(募集)
戸数1４３戸

認定(募集)
戸数100戸

消防法改正（Ｈ１８.６.１施
行）に対応するため、住宅用
火災警報器を市営住宅に順
次設置する

消防法改正（Ｈ１８.６.１施
行）に対応するため、住宅用
火災警報器を市営住宅に順
次設置する

市営住宅に住む６５歳以上の一人暮らし高齢者を訪問し、
安否を確認、悩み事の相談等を受ける
巡回員３名増員（Ｈ１９年度）

市営住宅に住む６５歳以上の一人暮らし高齢者を訪問し、
安否を確認、悩み事の相談等を受ける

巡回員３名増
員（Ｈ１９年度） ６５歳以上の一人暮らし高齢者の増加に応じ

て、巡回員の増員を検討する

親子近居募集検討・実施

親子近居募集実施
（H２０年２月募集～）

認定（募集）
戸数６０戸

認定（募集）
戸数６０戸

認定（募集）
戸数１２２戸

認定（募集）
戸数６０戸

事業内容は北
九州定住促進
支援事業へ移
行
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 300,000 285,000

H20年12月

- - 33,000 68,200

- - - 50,000

33

H19年5月

537 - - -

H19年5月

67,741 35,888 38,000 171,000

H19年12月

- 200,000 200,000 200,000

建都

その他関連事業

建都

H21年12月 追加北九州定住促進支援事業

建設 ○

追加

H22年度予算は、H21年度
2月補正分を含む。

追加

工程どおり

H21年12月

○

 平和祈念碑のバリアフリー化

黒崎副都心「文化・交流拠点地区」整備事
業

(旧　「厚生年金病院跡地」暫定広場整備
事業）

暮らしにやさしい道事業

追加

H21.6から空住戸に浴槽を
設置して公募開始
H22.1に居住住戸の浴槽
設置希望者を募集H21年12月

市営住宅駐車場整備事業 建都 ○

H21年12月

市営住宅浴槽設置事業

H21年12月

原爆犠牲者慰霊平和式典の充実を行います

工程どおり

平成２１年７月２１日付け
で、ＰＦＩ法に基づく事業者
公募を実施し、１２月２４日
付けで、落札者が決定。

暫定広場は、平成２２年中
に文化・交流拠点施設等
の工事着手の状況をみ
て、暫定供用を終了する。

H21年12月

◎建設

企文

建都

教育

バリアフリー化について
は、H１８年度に完了。
全体は平成１９年度竣工。

○

-

 

平和祈念碑周辺の植栽整備

平和祈念碑周辺の植栽整備

地域コミュニティの拠点周辺の
道路環境向上

地域コミュニティの拠点周辺の
道路環境向上

浴槽等未設置住戸に
浴槽等を設置

浴槽等未設置住戸に
浴槽等を設置

・地元調整
・設計等
・工事（100区
画）

・地元調整
・設計等
・工事

・地元調整
・設計等
・工事（100区画）

・地元調整
・設計等
・工事

認定（募集）
戸数１００戸

本格整備の着手までの間、暫定的に広場として活用でき
るよう整備

「九州厚生年金病院跡地」
暫定広場整備

文化・交流施
設の検討

民間活力導入
可能性調査及
び整備方針の
策定

「九州厚生年金病院跡地」
暫定広場供用開始

文化・交流
拠点施設の
設計、工事
着手

ＰＦＩ事業者
の公募、審
査、選定

住宅メーカーと連携した住宅情報等の提供
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

- - 49,000 101,900

H20年12月

- - 292,000 184,000

H20年12月

- - 14,300 0

H20年12月

- - 60,000 60,000

H20年12月

- - 16,500 16,500

H20年12月 構築作業 運用開始

構築作業 次期システム
運用開始

- - 490 21,081

総市

消防
予防情報システム及び北九州市総合防災
情報ネットワークシステムの構築

建設

公園施設長寿命化計画策定 建設

建設川の安全緊急改善事業

建都マンション耐震改修費等補助事業

区役所窓口ワンストップサービス推進事業

注意喚起看板の設置及び
注意文書の配布は完了

警報装置の整備について
は、システムの検討及び河
内貯水池管理者との調整
に時間を要したため、スケ
ジュールを変更。

追加

H21年度予算については、
緊急経済対策の実施によ
り、H20年度2月補正分を
含む。
H22年度予算は、H21年度
2月補正分を含む。
工程どおり

追加

工程どおり

平成18年度からワンストッ
プサービスの実施に向け
た具体的な検討を開始。
平成23年度から他の区役
所でワンストップサービス
を実施する予定。

○

H21年12月

H21年12月

H21年12月

H21年12月

工程どおり

平成21年6月に「北九州市
住宅耐震改修工事費等補
助事業」を創設。

追加

現状把握・健全度調査
中。

調査対象・内容の検討の
結果、スケジュールを変更

○

○

○

○

H21年12月

H21年12月

○

元気を支える公共空間セーフティー事業

工程どおり

追加

小倉北区役所でワンス
トップサービスを実施

職員研修、窓口レイアウトの
変更等

小倉北区役所でワンス
トップサービスを実施

職員研修、窓口レイアウトの
変更等

安全安心な公共空間を確保す
るための防護柵の設置・改修、
草刈の充実、照明灯の建替等
を行う。

安全安心な公共空間を確保す
るための防護柵の設置・改修、
草刈の充実、照明灯の建替等
を行う。

親水施設への注意喚起看板の設置
小・中学校児童への注意文書の配布

水位上昇を知らせる警報装置の整備
親水施設への注意喚起看板の設置
小・中学校児童への注意文書の配布

・公園施設の
現状把握
・危険度調査
・公園橋耐震
計画

長寿命化計画
策定 等

・公園施設の
現状把握
・健全度調査
（舗装等）

・健全度調査
（遊具、小規模
建築）

制度創設・実
施

継続実施

制度創設・実施
補助(募集)対
象戸数50戸

継続実施
補助(募集)対
象戸数診断50
戸、工事30戸

水位上昇を知らせる警報装置の整備
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H20年12月

　
指令台の一部
更新

次期システム
の構築に向け
た検討

　
指令台の一部
更新

次期システム
の構築に向け
た検討

- - 32,200 4,200

H20年12月 新機体の導入
・運用開始

新機体の導入
(Ｈ22年3月予
定)

運用開始
(Ｈ22年4月予
定)

- - 1,364,000 0

H20年12月

　
基本・実施設
計

　
施設整備

基本・実施設
計

施設整備

- - 6,200 122,500

- - - 2,180,000

- - - 350,000

- - - 45,000

- - - 25,000

- - - 10,000

資機材の充実
及び防災体制
の強化

- - - 20,500

新庁舎の移転
新築に伴う地
質調査及び設
計を行う。

- - - 53,600

H21年12月

建設

消防

小倉北消防署移転新築 消防

追加

施設の解体撤去完了次
第、一体的に再整備を行
う。

追加

追加-

-

H21年12月

- 追加

追加-

追加

H21年12月

追加

H22年度予算については、
H21年度2月補正分を含
む。

-

○

H21年12月

H21年12月

消防

建設

災害対策の強化 H21年12月

H21年12月

港湾 H21年12月延命寺廃油処理場跡地遊歩道設置

市民生活の安全安心を守る緊急災害点
検・補修事業

-

消防ヘリコプター（きたきゅう）の更新事業 消防

既存民間建築物データベース作成事業 建都

○

　隊員が新機体について
の習熟期間として2週間程
度を要するためスケジュー
ルを変更。

工程どおり○

工程どおり

H21年12月

H21年12月

総合消防情報システムの改修

水害から市民を守る緊急整備事業 -

大里柳市民センター・門司図書館大里分
館整備事業（図書館）

（旧　（仮）門司図書館大里分館移転事業）

教育

狭あい道路拡幅整備事業 建都

H21年7月豪雨による浸水被害を
受けて、
・河川・下水道（雨水）の緊急整備
・河川情報システムの整備等

市民生活の安全安心の向上を
図るための道路等の緊急点検
や小規模橋梁・歩道橋、法面
の補修等を実施する。

既存民間建築物の
データベース(台帳)作
成

制度創設・実施

水際のみ、遊歩道からの延長とし
て開放(転落防止柵等設置)
※施設の解体撤去は予算状況に
より数年かけ行う。
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

費用弁償の増
額

- - - 14,950

市民と共につくるまちへ

34

H19年5月

2,506 2,096 12,000 9,500

H19年5月

13,942 7,111 10,000 10,000

35

H19年5月

211,790 257,181 188,438 193,257

財政 ○

H21年12月

○

H21年12月

財政

地域総括補助金の拡充 総市

H21年12月

都市経営会議を設置します

- 追加

まちづくり協議会と区役所の連携を深めます

市政経営改革の推進

（旧　都市経営戦略会議運営事業）

公民連携（ＰＰＰ）の推進

（旧　民間経営参画による行政サービスの
展開）

○

工程どおり

工程どおり

当初予定よりも導入団体が
少なかったため、実施団体
数を変更。

H21予算額及びH22予算
額は、「防犯灯設置補助事
業」、「防犯灯維持管理補
助事業」分を除いた額。

H21年12月消防団活動・運営事業 消防

地域総括補助金を導入するまちづくり協議会

　（９４団体）　　　（１２０団体）　　　（１３６団体）　　　（１３６団体）

地域の意見を聞きながら補助項目拡充の検討

校区まちづくり＜実践＞事業の交付団体数増加

地域総括補助金を導入するまちづくり協議会

　（８４団体）　　　　（９８団体）　　　　（１１０団体）　　　（１１７団体）

地域の意見を聞きながら補助項目拡充の検討

　（１２項目）　　　  （１３項目）　　　　（１３項目）　　　　（１３項目）

校区まちづくり＜実践＞事業の交付団体数増加

「北九州市都市経営戦略会議」の設置
平成２０年度北九州市経営方針策定

検討内容を経営改善に反映

（仮称）北九州市経営プランの策定

北九州市経営プランに基づく
経営改善等の実施

アセットマネジメントに関する検討

「（仮称）北九州市都市経営戦略会議」の設置
継続的に経営戦略を検討

検討内容を経営改善に反映

民間事業者参画の基本的な考えを整理し、その枠組みを整
備する
　・民間事業者の経営参画の推進
　・ＰＦＩ推進事業

・がんばる指定管理者アイデア活用制度

民間経営参画の基本的な考えを
整理し、その枠組みを整備

整備した枠組みに沿った民間活力を生か
した事業（指定管理、ＰＦＩ等）の展開
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

予定どおり事
業実施

各区において
事業を実施

46,395 52,163 64,000 64,000

H19年5月

14,384 17,904 9,042 12,144

H19年5月

0 ※4,502 0 0

H19年5月

150 150 200 100

36

H19年5月

従来からのま
ちづくりステッ
プアップ事業
に加え、H１９
年度からはＮＰ
Ｏ公益活動支
援事業を実施

継続実施 まちづくりス
テップアップ事
業のみ継続

　NPO公益活
　動支援事業
　を分離新設

11,337 10,932 7,500 7,500

コミュニティ活動促進事業 総市

総市

 区の新たな魅力づくり事業 総市

総市

 区役所業務の見直し

H21年12月

H21年12月

工程どおり○

○

工程どおり

市民と区役所が一緒に
なって市民に身近な事業
を推進する。

工程どおり

まちづくりステップアップ事業

H21年12月

○

 中谷ふるさとづくり事業 小倉南

市民活動団体支援制度を新設します

○

H21年12月

工程どおり

H21年12月

○ 工程どおり

中谷（ます渕）ウォーキング
漬物コンクールin中谷

H21 .1月23日         漬物コンクールin中谷
H21 .3月27日       　中谷ウォーキング

区レベルの課題に的確に対応できるよう区役所から直接、予算
要求を行える仕組みを整備した

各区において事業を実施

【門司区】　「門司港アート」推進事業
【小倉北区】ファンタスティックイルミネーション
　　　　　　小倉など、都心部公共空間賑わい創造事業
【小倉南区】平尾台集客増加事業など
【若松区】　「顔づくり・賑わいづくり」推進事業
【八幡東区】住みやすいまちづくり推進事業
【八幡西区】「長崎街道」の歴史と文化を活かした
　　　　　　まちづくり事業
【戸畑区】　とばたガーデニング物語事業

(Ｈ20年度実施事業)
【門司区】　「門司港アート」推進事業
【小倉北区】小倉イルミネーション２００９など
　　　　　　都心部公共空間賑わい創造事業
【小倉南区】地域力を活かした魅力あるまち　小倉南区発信事
業
【若松区】　若松の顔づくり・賑わいづくり
　　　　　　推進事業
【八幡東区】住みやすいまちづくり推進事業
【八幡西区】「長崎街道」の歴史と文化を活かした
　　　　　　まちづくり事業
【戸畑区】　とばたガーデニング物語事業ほか

自治会加入促進等

自治会加入促進等

区役所業務等のあり方等の検討

実施可能なものから、順次実施

４５周年文化
振興事業

区役所業務等のあり方等の検討

実施可能なものから、順次実施

　ＮＰＯ等市民活動団体が行う、区や限定された地区にとらわ
れず、広い範囲で行われるまちづくり活動等について助成
（（仮称）ＮＰＯ活動ブラッシュアップ事業の新設・実施）

53 / 56 ページ



Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

13,846 15,153 17,200 16,600

H20年12月

- - 5,500 5,500

- - - 3,000

37

H19年5月

1,409 4,547 5,488 1,963

38

H19年5月

0 - - -

ＮＰＯ公益活動支援事業 総市

 ＮＰＯ・ボランティア活動促進事業 総市 ○

H21年12月

助役・収入役の廃止と副市長の設置 総市 ◎

○

H21年12月

追加

工程どおり

副市長を設置するほか部局の再編成を行います

工程どおり

条例素案の作成にあたり、
庁内外からの意見集約及
び調整に時間を要したた
め

H21年12月

追加-

工程どおり

H19年4月
収入役廃止、副市長２名
設置

H19年10月
副市長１名設置

H21年7月
副市長１名退任

H21年12月

「ＮＰＯとの協働によるまちづくり」人材育成
事業

「自治基本条例」の制定

市民自治基本条例を制定します

総市 ○

総市 H21年12月

（仮称）市民
活動促進検
討委員会を
設置
（仮称）市民
活動促進基
金の創設
効果的な支
援策につい
て調査・検討

H１９年度の結果を踏まえて対応

市民活動促
進検討委員
会を設置し、
財政支援を
含めた、効果
的な支援策
について検
討。H20.3月
に提言

H１９年度の結果を踏まえて対応

市民活動サポートセンターを中心に
各種支援を継続実施

市民活動支援評価会議を開催
し、第３者による市支援策の評
価を実施。その結果を随時施
策に反映する。

　広域で活動する先進的で
意欲的なＮＰＯ活動の更な
る発展を期すため、新規事
業として分離新設

　広域で活動する先進的で
意欲的なＮＰＯ活動の更な
る発展を期すため、新規事
業として分離新設

協働コーディネーター育成、
職員研修等の事業を実施

自治基本条例検討委員会の設置、開催

・ワークショッ
プ開催
・自治基本条
例フォーラム
開催

施行予定

自治基本条例検討委員会の開催

・自治基本
条例検討委
員会の設置

・タウンミー
ティング開催
・自治基本条
例フォーラム
開催
・検討委員会
中間報告

・検討委員会
最終報告

・パブリックコ
メント実施
・自治基本条
例案議会上
程
・施行予定

・検討委員会
最終報告（条
例素案策定）
・パブリックコメ
ント実施
・自治基本条
例案議会上程

４月１日
副市長設置
（２名）

４月１日
副市長設置
（２名）
１０月９日
副市長設置
（１名）
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Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２

決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

H19年5月

0 - - -

H19年12月
タウンミーティ
ング開催

タウンミーティ
ング開催

- 7,518 10,000 10,000

H19年5月

24,698 23,646 - -

H20年12月

- - 34,253 47,870

信頼の基本姿勢

39

H19年5月

0 0 0 -

◎

◎

○

H21年12月

H21年12月

H21年12月

新・北九州市基本構想策定事業

工程どおり

H19年10月
　子ども家庭局設置

H20年3月
　経済文化局廃止

H20年4月
　企画文化局、産業経済
局の設置や総務市民局市
民部の強化などの実施

工程どおり

H20.12.8議決
H20.12.12告示・施行

H21年12月

市役所組織の再編 総市

タウンミーティング開催事業 広報

その他関連事業

工程どおり

追加

企文

○モラル・マナーアップ関連条例の推進

市長退職金の廃止

市長退職金は廃止します

追加

H19年度
　条例案の検討、市民意
見募集、条例の制定
H20年度
　重点地区の指定、罰則
の適用開始
H21～22年度
　推進地区の指定
H22年度
　重点地区の追加・拡大

工程どおり

H21.12.7議決
H21.12.14施行

H21年12月

総市 ◎

総市

調査・検討 H20年度内に策定

調査・検討
(基本構想審
議会・市民会
議等の開催）

H20年12月議会議決

子ども家庭局
の新設

組織全体の
再編

子ども
家庭
局の
新設

組織
全体
の再
編

迷惑行為防止活動推進地区の
指定、支援実施、効果検証

重点地区の巡視活動、広報
啓発活動の実施

迷惑行為防止活動推進地区の
指定、支援実施、効果検証

重点地区の巡視活動、広報
啓発活動の実施

重点地区の追
加・拡大

検討 策定 上程

検討 策定 H21年12月議会議決

55 / 56 ページ
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決算額 決算額 予算額 予算額

項目
番号

マニフェストを実行するための施策・事業 所管局 工程

すぐに着手する個別政策

進捗状況 備     考

40

H19年5月

0 0 0 0

市長多選自粛条例の制定 総市

国の法整備の動向を見守
りつつ、検討を進めている
が、国の動向に進展が見
られないため。

H21年12月

市長の多選自粛条例を制定します

△

検討 策定 上程

検討 検討 策定 上程
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